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駒
澤
大
学
教
育
後
援
会
な
ら
び
に
役
員
を
は

じ
め
会
員
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
多
大
な
ご

支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
、心
よ
り
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。 一 

昨
年
4
月
、コ
ロ
ナ
禍
の
渦
中
に
学

長
に
就
任
し
て
以
来
、3
年
目
の
今
年
度
に
入
り
、

よ
う
や
く
収
束
に
向
け
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

入
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。爽
や
か
な
五

月
晴
れ
の
空
の
も
と
、種
月
館
5
階
の
ル
ー
フ
テ

ラ
ス
の
芝
生
の
上
で
ラ
ン
チ
を
広
げ
、寝
転
が
っ

て
友
達
と
談
笑
す
る
学
生
の
姿
を
眺
め
な
が
ら
、

感
慨
無
量
の
思
い
で
す
。

　

歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、１
０
０
年
に 

一 

度
程
度

繰
り
返
し
て
き
た
ウ
イ
ル
ス
と
人
類
の
闘
い
が
あ

り
ま
し
た
が
、同
じ
時
期
に
、世
界
の
人
々
が
苦

闘
し
た
共
通
の
経
験
は
、共
に
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、協
働
の
意
識
を
深
め
る
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、こ
の
3
年
で
世
界
は
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
年
に
入
り
、特
に
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
は
じ

め
と
し
た
生
成
系
人
工
知
能
の
技
術
は
瞬
く
間

に
地
球
を
駆
け
巡
り
、世
界
の
教
育
現
場
に
大

き
な
波
紋
を
呼
ん
で
い
ま
す
。本
学
も
い
ち
早
く
、

こ
う
し
た
先
端
技
術
へ
の
向
き
合
い
方
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
提
示
し
た
ば
か
り
で
す
。新
し
い
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
出
現
は
止
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。 一 

人
ひ
と
り
が
そ
の
本
質
を
見
極
め
、慎

重
に
利
活
用
で
き
る
力
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ

ま
す
。日
本
全
体
と
し
て
、新
し
い
技
術
の
利
活

用
に
後
れ
を
取
っ
て
い
ま
す
が
、卒
業
後
に
直
面

す
る
こ
と
に
な
る
の
は
個
々
の
学
生
自
身
で
す
。

本
学
で
の
学
び
が
卒
業
後
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
に
、

充
分
な
教
育
体
制
を
整
え
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

大
学
運
営
に
お
き
ま
し
て
は
、2
年
前
か
ら

公
約
と
し
て
掲
げ
、継
続
し
て
注
力
し
て
い
ま
す

「
デ
ジ
タ
ル
化
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ（
Ｄ
＆
Ｄ
）」

に
は
、よ
り 

一 

層
、力
を
入
れ
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、今
年
も
、世
界
の
教
育
分
野
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
利
用
率
は
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
38
か
国
中
、

日
本
は
最
下
位
と
な
り
ま
し
た
が
、卒
業
後
直

ち
に
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
学
生
た
ち
に
と
っ

て
は
、も
は
や
死
活
問
題
で
あ
り
ま
す
。教
育
と

研
究
が
本
業
で
あ
る
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の

大
学
に
お
い
て
、分
野
を
問
わ
ず
、デ
ジ
タ
ル
化
な

し
で
の
教
育
研
究
環
境
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
る
こ
と
が
な
ぜ
重
要
な
の
か
、そ

れ
は「
社
会
の
仕
組
み
を
変
え
る
原
動
力
」に
な

る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。世
界
は
、そ
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
通
し
て
、教
育
や
研
究
の
在
り
方
を
積
極

的
に
問
い
直
し
、変
革
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。さ

ま
ざ
ま
な
職
場
や
、教
育
の
現
場
で
、デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
が
、多
様
な
生
き
方
・
働
き
方
の
確
保

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま

す
。ま
さ
に
、新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
社
会
の
仕

組
み
を
変
え
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
人
ひ
と
り
の「
個
」の
生
き
方
を
尊
重
す
る
仕

組
み
と
し
て
、手
段
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
捉
え
た
い

と
思
い
ま
す
。そ
れ
こ
そ
が
、世
界
に
大
き
く
後

れ
を
取
っ
て
い
る
日
本
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ（
多

様
性
）、す
な
わ
ち「
個
」を
活
か
す
生
き
方
や
働

き
方
を
推
進
す
る
最
短
の
道
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

本
学
も
理
事
を
担
う
日
本
私
立
大
学
連
盟
に

お
き
ま
し
て
も
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
迎
え
、い
よ

い
よ
大
学
教
育
の
現
場
に
お
け
る
大
転
換
期
で

あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
提
案
し
て
い
ま
す
。世
界
と
つ
な
が
る
垣

根
を
超
え
た
学
び
の
構
築
の
推
進
や
、国
内
外

の
協
定
大
学
と
の
単
位
互
換
の
推
進
、オ
ン
ラ

イ
ン
を
通
じ
た
国
内
外
の
学
生
・
研
究
者
・
実

務
家
と
の
交
流
授
業
、留
学
制
度
の
再
整
備
等
、

大
学
の
在
り
方
を
抜
本
的
に
変
革
す
る
動
き
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
の
中
の
日
本
の
立
ち
位
置
は
、こ
の
40
年

で
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。一
気
に
挽
回
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
こ
ろ
ま
で
落
ち
て
い
ま
す
。し
か
し
、

し
っ
か
り
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
力
と
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
を
尊
重
す
る
マ
イ
ン
ド
を
備
え
て
、社
会
で
、

そ
し
て
世
界
で
力
強
く
生
き
て
い
く
力
を
培
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
学
の
教
育
後
援
会
の
存
在
は
ま
す
ま
す
重

要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。本
学
の
幅
広
い
同
窓

生
と
、関
係
者
と
の
強
固
な
連
携
の
も
と
で
、今

後
も
さ
ら
な
る
発
展
を
期
す
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。本
学
の
明
る
い
未
来
に
向
け
て
、引
き
続

き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ポ
ス
ト
コロ
ナ
時
代
の
新
た
な
大
学
の
在
り
方

　

～
し
な
や
か
に「
個
」を
活
か
す
大
学
教
育
を
め
ざ
し
て
～

駒澤大学 学長
教育後援会 名誉顧問

各務 洋子
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日
頃
よ
り
駒
澤
大
学
教
育
後
援
会
活
動
に

ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。こ
の
度
、令
和
5
年
度
定
期
総
会
に
て
、教

育
後
援
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
櫻
井
秀

則
で
す
。

　

当
会
は
昭
和
34
年（
１
９
５
９
年
）８
月
23

日
に「
父
母
の
会
」と
し
て
発
足
し
、平
成
６
年
に

「
教
育
後
援
会
」へ
改
称
し
今
年
で
64
年
を
迎
え

ま
す
。こ
の
長
い
歴
史
の
あ
る
教
育
後
援
会
の
会

長
を
拝
命
し
、そ
の
重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

当
会
の
目
的
は
当
会
会
則
に「
大
学
と
家
庭

と
の
緊
密
な
る
連
絡
を
図
り
、そ
の
教
育
的
効

果
の
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
、併
せ
て
会
員
相

互
の
親
睦
と
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
」と
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
学
生
支

援
・
大
学
の
発
展
・
会
員
同
士
の
交
流
」を
底
辺

と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

発
足
時
よ
り
今
日
ま
で
当
会
の
活
動
が
継
承

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、こ
れ
ま
で
当
会
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
諸
先
輩
方
・
大
学
職
員
の
方
々
の
多

大
な
る
ご
尽
力
の
賜
物
と
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
年
生
の
保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、こ
こ
３
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
制
約
・

制
限
の
多
い
高
校
生
活
を
過
ご
さ
れ
、大
変
な
ご

苦
労
が
あ
っ
た
と
推
察
い
た
し
ま
す
。ま
た
、こ
れ

か
ら
始
ま
る
大
学
生
活
に
対
し
大
き
な
期
待
と

希
望
を
持
っ
て
ご
入
学
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。こ

の
度
の
お
子
様
の
ご
入
学
、誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。教
育
後
援
会
と
し
て
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

教
育
後
援
会
は
、駒
澤
大
学
・
大
学
院
に
在
籍

さ
れ
て
い
る
学
生
の
保
護
者
な
ら
び
に
保
証
人

の
方
々
、約
一
万
四
千
四
百
人
を
会
員
と
し
、大

学
と
連
携
し
な
が
ら
、学
生
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
と
教
育
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

当
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、会
員
よ
り
選

出
さ
れ
た
教
育
後
援
会
委
員
が
執
行
部
・
監
査

な
ら
び
に
総
務
部
、厚
生
部
、文
化
部
に
席
を
置

き
、ま
た
五
つ
の
支
部（
鳥
取
県
、三
重
県
、福
岡

県
、熊
本
県
、長
野
県
）と
共
に
、協
力
し
な
が
ら

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、学
内
奨
学
給
付
金
、学
生

へ
の
食
育
支
援
事
業
、家
計
急
変
学
生
に
対
す
る

一
時
給
付
金
、会
報
誌
発
行（
年
３
回
）、委
員
・

会
員
研
修
会
な
ど
、学
生
が
有
意
義
な
教
育
を

受
け
る
環
境
整
備
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、駒
澤
大
学
開
校
１
４
０
周
年
を

迎
え
、新
図
書
館「
知
の
蔵
」の
竣
工
な
ど
、節
目

を
迎
え
た 

一 

年
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
コ
ロ
ナ
禍

の
制
限
等
も
徐
々
に
緩
和
が
行
わ
れ
、学
生
が
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
戻
り
、活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
当
会
も
連
動
し
て
、今
年

度
は
学
生
の
未
来
を
応
援
す
る
支
援
活
動
を
取

り
戻
し
、学
生
支
援
の
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、皆
様
へ
お
知
ら
せ
が
届
い
て
い
る
通
り
、

今
年
度
は
学
生
の
保
護
者
な
ら
び
に
保
証
人
の

方
々
に
向
け
た
教
育
懇
談
会
の
開
催
を
６
月
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
相
談
会
を
７
月
に
予
定
し
て

お
り
ま
す
。皆
様
に
関
心
の
高
い
、大
学
の
近
況

や
就
職
状
況
、学
業
成
績
、学
生
生
活
に
関
す
る

説
明
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、大
学
教
員
に
よ

る
ミ
ニ
講
義
な
ど
も
開
催
い
た
し
ま
す
。４
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
る
教
育
懇
談
会
に
ぜ
ひ
と
も
お

申
込
み
・
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
、大
学
職
員
の
方
々
、同
窓
会
・

駒
澤
会
な
ど
の
関
連
団
体
の
方
々
と
の
関
係
も

大
切
に
し
な
が
ら
、駒
澤
大
学
の
発
展
に
寄
与
し
、

学
生
が
よ
り
良
い
環
境
で
活
動
が
で
き
る
よ
う

１
年
間
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
様
ご
理

解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
後
援
会
を
通
し
て

広
げ
た
い
学
生
支
援

駒澤大学
教育後援会 会長

櫻井 秀則
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CIRCLE
Pick Up! ●創立年：2018年

●部員数：53人（男：41人、女：12人）

　私たち軟式野球部は全国大会優勝を目
指して日々活動しています。
　体育会の部活動ではありますが野球漬け
というわけでもなく、週2日、1日あたり2時間
の活動であるため、学業やプライベートとの
両立も可能となっています。
　私たちには勝利に向かって野球に取り組
むことはもちろん、学年関係なくプライベートで
も仲が良いという特色があるので、大学でも
真剣に野球がしたいが厳しすぎるのはちょっ
と…、という人にうってつけです。
　部員も甲子園出場経験がある選手から
野球未経験の選手まで幅広く在籍している
ため、自分が知らなかった世界を知ることも
でき、お互い切磋琢磨しあっています。
　今年は昨年の全国大会準優勝を超える
べく、部員全員で全国制覇に向かって活動
していますので、引き続きの応援をよろしくお
願いいたします。

軟式野球部とは？

軟式野球部
サークル

紹介

特集
1

6



VOICES OF MEMBERS

年間活動予定

新
人
戦

全
日
本
大
学
軟
式
野
球
選
抜
大
会
、懇
親
会

秋
季
リ
ー
グ
戦

全
日
本
大
学
軟
式
野
球
選
手
権
大
会

引
退
試
合

3
月

5
月

8
月

11
月

12
月

［  部 員 の 声  ］

主務
法学部
法律学科3年

佐藤 依吹

主将
経済学部
商学科3年

樋口 慎太郎

代表
経済学部
現代応用経済学科
3年

馬場 空汰

　私が軟式野球部に入部したきっか
けは、高校３年時の甲子園大会の中
止でした。高校３年間毎日を野球につ
ぎ込みましたが、甲子園が中止になり、
やりきれない気持ちがありました。そん
ななかで出会ったのが軟式野球部で
した。
　軟式野球部は甲子園出場経験者
から初心者まで、部員全員が伸び伸
びと野球ができる環境になっており、
何かを本気でやることが少なくなる大
学生活には最適な場所だと思います。
　個人としては最後の学生生活に悔
いが残らないよう、部としては全国でさ
らなる好成績を残せるように精進い
たしますので、温かい声援をよろしく
お願いいたします。

　私は大学で野球を続けるつもりは
全くありませんでした。しかし、サークル
フェスティバルで軟式野球部のとこ
ろになんとなく立ち寄り、話を聞くうち
に興味をもち、体験を経て入部するこ
とになりました。
　高校で野球に対し燃え尽きていた
私でしたが、こんなにも楽しく野球がで
きるのだと感動したのを今でも覚えて
います。今までの厳しい部活としての
野球ではなく、野球というスポーツを
仲間と共に楽しむという新しいカタチ
があることに気づかされました。
　引退まで残りわずかですが、野球も
遊びも勉強も全力で頑張ります。

　私は今年が野球に本格的に携わ
る最後の年だと思っている。大学野
球最後の今年は、昨秋の全国大会
準優勝というチーム成績を超えるため
に、代表として自分自身のことではな
くチーム内外のことにしっかり目を配
り、他人のために全力を尽くせる人間
になりたい。
　そして高校野球で学んだ、「一人
一役全員主役」の精神を忘れること
なく、必死になって野球に向き合う姿
勢を見せた上で、全国大会優勝とい
う形でお世話になった方に恩返しをし
たい。

最後の学生生活を
悔いなく全力で

新しい野球のカタチ 野球人生
最後の決意

春
季
リ
ー
グ
戦
、追
い
コ
ン

9
月

　春の日差しがまぶしい4月中旬、多摩川河川敷で練習を行っている軟式野球部の取
材に伺いました。
　まずは練習を見学させていただいた後、女子マネージャー・選手数人にお話を聞きました。
　マネージャーは、元ソフトボール選手や全く野球を知らず友達に誘われて入部した学生さ
んなど、さまざまでした。選手もいわゆる甲子園常連校出身者から初心者まで、経験値は違
えど部員全員が生き生き楽しく活動している姿が印象的でした。
　また、指導者（監督）がいないので全て部員で行っている中、昨年は創部以来初の全日
本大学軟式野球選手権大会で準優勝という素晴らしい成績を残しました。
　練習日は週2回の各2時間で、筋ト
レなどのウエイトトレーニングは部として
は行っておらず、限られた練習時間の
中で高成績を残されていてすごいなあ
と思いました。
　今年の大会では優勝を目指し、まず
はけがなくベストなコンディションで大会
に出場されることを祈念しております。

取 材 を 終 え て

駒澤大学教育後援会 会報　2023 vol.1867



CIRCLE
Pick Up! ●創立年：1966年

●会員数：53人（男：50人、女：3人）

鉄道研究会

鉄道研究会とは？

サ
ー
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

新
入
生
歓
迎
会

前
期
納
会

夏
合
宿

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

会
長
選
挙

追
い
コ
ン

後
期
納
会

4
月

5
月

7
月

8
月

11
月

2
月

3
月

12
月

　鉄道研究会は1966年に設立され、
現在50人弱の会員が所属しています。
普段は月1回の部会や、不定期開催の
模型走行会・巡検などを行っています。
11月のオータムフェスティバルではジオ
ラマなどの展示を行い、毎年多くのお客
様にお越しいただいております。また、空
きコマや昼休みなどにサークルルームに
集まり交流を深めています。
　合宿は8月と2月に実施しており、昨
年度は出雲・仙台に行ってきました。班
別に分かれて観光・撮影などを行う班行
動や貸切列車への乗車など、当会のメ
インイベントの一つとなっております。
　「鉄道研究会」と聞くとガチなオタク
ばかりが集まっている場なのでは？ と思
う方もいらっしゃるかもしれませんが、そ
んなことはありません。大学に入ってから
鉄道に興味を持った会員もいますので、
鉄道に詳しくない方でも大歓迎です！
　公式HPやTwitterでは、私たちの活
動について、より詳しく発信しております。
ぜひご覧ください！

春
合
宿

年間活動予定

サークル
紹介
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企画部コミケ担当
経済学部
経済学科2年

髙野 統護

総務部長
文学部
地理学科3年

高瀬 陽都

会長
文学部
歴史学科3年

越智 康友

　鉄道研究会には、乗り鉄、撮り鉄を
はじめとしたさまざまなジャンルの鉄道
好きが集まっています。鉄道を共通点
とした結びつきが強いので、サークル
のメンバーで交流する機会も多く、自
分の知らない鉄道分野の話を聞くこ
とができます。
　夏と春に行われている合宿では、普
段行かないような遠方で大勢のメン
バーと鉄道体験を共有します。日々使
う路線も住んでいる地域も違う多種
多様なメンバーとの交流が、趣味とし
ての鉄道をより楽しく彩ります！

　私は祖父の影響もあり、幼い頃から
鉄道が好きでした。しかし高校まで鉄
道研究会がなかったので、大学で“こま
てつ”に興味を持ち、入会しました。
　ところで、皆さんは鉄道というもの
に対してどのような印象を持ちます
か？　一部の心ないファンによって最
近は悪いイメージが湧くことも多いか
もしれません。しかし鉄道が好きな人
の多くは純粋に楽しんでいますし、そ
れは“こまてつ”も同様です。
　隠れがちなこの魅力を楽しみたい、
少しでも鉄道に興味を持っているなど、
どんな方でも歓迎です。鉄道研究会
で会える日を楽しみにしております!

　鉄道には数え切れないほどの魅
力があります。車両の色やデザイン・
音・路線図・駅・模型・グッズなどなど、
切り口を数えれば星の数ほどある、と
言っても過言ではないでしょう。
　鉄道研究会には、それらのジャン
ルに特化した会員が数多くいます。

“こまてつ”に入ってから、それまでと
は違うジャンルに興味を持つように
なった会員もいます。
　貸切列車乗車など、ここでしかでき
ないさまざまな体験を通じて、私たちと
一緒に「鉄道」を楽しんでみませんか？

知れば知るほど
面白い「鉄道」

隠れた魅力を、
もっと外に

「鉄道」の
楽しみ方は無限大！

VOICES OF MEMBERS
［  部 員 の 声  ］

　取材を受けてくれた会員の方々が実に魅力的
で、年齢差も時間の経過も忘れてしまうほど、鉄
道研究会の活動のお話に聞き入っていました。特
に会長は、お笑い芸人「麒麟」の川島さんを彷彿
させる低音と、独特のオーラで人を引き付ける魅
力を持っていて、駒大は人材が豊富だなと実感し
た次第です。
　主な活動である「鉄道旅」において、仙台現地
集合に対して、なぜか北海道経由や、飛騨高山
経由で集まるなど、凡人には理解できない鉄道の
楽しみ方をするそうです。一見、時間とお金の無駄
としか思えない活動ですが、それを至福の喜びとし
て語っている様子を見ていると、そういった余裕と
か俯瞰した物の見方こそ、人間的魅力を醸成す
る栄養なのではないかと感じさせてくれました。
　取材させていただき、ありがとうございました。

取 材 を 終 え て
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〜ひとことメッセージ〜
新入生

今年度から晴れて
駒大生の仲間入りをした
新入生に、大学生活の
抱負や将来の夢など、

それぞれの思いを寄せてもらいました。

医療健康科学部
診療放射線技術科学科

経営学部
市場戦略学科

グローバル・メディア・スタディーズ学部
グローバル・メディア学科

グローバル・メディア・スタディーズ学部
グローバル・メディア学科

仏教学部
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経営学部
市場戦略学科

経営学部
市場戦略学科

経営学部
市場戦略学科

グローバル・メディア・スタディーズ学部
グローバル・メディア学科 文学部

心理学科

経済学部
経済学科

経済学部
経済学科

経済学部
現代応用経済学科

経済学部
現代応用経済学科

11 駒澤大学教育後援会 会報　2023 vol.186



経済学部
商学科

経済学部
商学科

経済学部
商学科

経済学部
商学科

経済学部
商学科

経済学部
商学科

経営学部
経営学科 経済学部

経済学科
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文学部
社会学科

文学部
社会学科

文学部
社会学科文学部

歴史学科

経済学部
現代応用経済学科

文学部
地理学科

文学部
地理学科

文学部
国文学科

経営学部
市場戦略学科
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文学部
歴史学科

文学部
歴史学科

文学部
歴史学科

文学部
歴史学科

法学部
政治学科

法学部
政治学科

法学部
政治学科

経営学部
市場戦略学科

14



文学部
歴史学科 文学部

歴史学科

法学部
法律学科

法学部
法律学科

法学部
法律学科

法学部
法律学科

法学部
法律学科

　サークルフェスティバル最終日、会場となった種月館には多くの新入生が
訪れていました。歌声や演奏のパフォーマンス、勧誘の声が響き渡る館内の
様子から、キャンパスに日常が戻ってきたことを実感しました。われわれの呼び
かけに対する新入生の反応は、おおむね良好で、趣旨を伝えると快くペンを
手に取り取材に協力してくれました。
　取材エリアの拡大に伴い、昨年よりもさらに多くのメッセージを掲載するこ
とができたことを心からうれしく思います。
　新入生諸君、今日の君たちの笑顔は最高に輝いていたよ!!　4年間の学
生生活を、全力で楽しんでくださいね!!

取 材 を 終 え て

仏教学部
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本
年
度
４
月
よ
り
英
米
文
学
科
主
任
を
務
め

て
お
り
ま
す
、北
原
賢 
一 
と
申
し
ま
す
。英
米
文

学
科
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、こ
の
記
事
で
は
私

た
ち
英
米
文
学
科
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
通
り
、AI

を
は
じ
め
、現
代
は
ど
ん

ど
ん
科
学
技
術
の
革
新
が
進
み
、便
利
さ
が
と

こ
と
ん
追
求
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
で
、便
利
さ
と

同
時
に
、私
た
ち
を
取
り
巻
く
世
界
は
ど
う
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。LIN

E

やTw
itter

、TikTok

や

Instagram

で
、私
た
ち
は
誰
と
で
も
簡
単
に
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、人
間
と
人
間
の
関
係
は
、そ
ん
な
に

シ
ン
プ
ル
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。ま
す
ま
す
、複

雑
さ
と
混
迷
を
深
め
て
い
る
の
が
実
情
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。そ
う
で
な
け
れ
ば
、戦
争
も
紛
争

も
、諍
い
さ
かい
も
起
こ
ら
な
い
は
ず
で
す
。む
し
ろ
、簡

単
に
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
こ
と
が
引
き

起
こ
す
問
題
の
ほ
う
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

（
何
か
一
つ
便
利
に
な
る
と
、そ
れ
以
上
に
新
し

い
問
題
も
増
え
る
。私
た
ち
人
類
の
歴
史
は
、こ

の
よ
う
な
こ
と
の
繰
り
返
し
で
あ
る
か
の
よ
う
に

も
感
じ
ら
れ
ま
す
）。

　

私
は
、今
の
よ
う
な
時
代
に
こ
そ
、人
間
を
学

ぶ
、人
間
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
学
者
は
、「
す
べ
て
の
学
問
は
人
間
研
究

に
通
じ
る
」と
言
い
ま
し
た
。

　

そ
の
意
味
で
は
、文
学
部
こ
そ
、人
間
研
究
の

要
か
な
め
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、私
た
ち
の
英
米
文
学
科
も
、英
語
で

書
か
れ
た
文
章
を
通
し
て
人
間
を
研
究
す
る
場

で
す
。

　
「
英
米
文
学
」に
は
英
米
の
文
学
と
い
う
意
味

も
あ
り
ま
す
が
、イ
ギ
リ
ス
英
語
や
ア
メ
リ
カ
英

語
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
英
語
で
書
か
れ
た

文（
文
字
と
し
て
だ
け
で
な
く
音
声
も
含
め
た

文
）を
学
問
と
し
て
研
究
す
る
と
い
う
意
味
も
あ

り
ま
す
。イ
ギ
リ
ス
文
学
、ア
メ
リ
カ
文
学
、そ
し

て
英
語
学
の
３
本
柱
か
ら
な
る
の
が
私
た
ち
の

学
科
な
の
で
す
。

　

英
米
文
学
科
で
は
、十
人
の
専
任
教
員
と
多

数
の
非
常
勤
講
師
の
先
生
方
が
熱
心
に
教
育
研

究
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
授
業
を
通

じ
て
、学
生
の
み
な
さ
ん
は
数
え
き
れ
な
い
英
知

を
学
び
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。TO

E
IC

や
英

検
な
ど
、一
定
期
間
努
力
す
れ
ば
簡
単
に
成
果
が

出
る
よ
う
な
も
の
と
は
異
な
り
、英
米
文
学
科

で
の
学
び
は
も
っ
と
深
く
、複
雑
で
、そ
し
て
エ
キ

文
学
部 

英
米
文
学
科
に
つ
い
て

文学部 英米文学科主任
教授

北原 賢一

特集
2 文学部 英米文学科

サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
も
の
で
す
。自
分
の
内
な
る
疑

問
に
向
き
合
い
、自
分
で
答
え
を
出
す
こ
と
が
で

き
る
。そ
の
よ
う
な
自
律
し
た
人
間
に
成
長
す
る

た
め
の
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、４
年
間
の
学
部
で
の
学
び
に
飽
き

足
ら
ず
大
学
院
に
進
学
す
る
道
を
選
び
、自
ら

の
学
問
研
究
を
深
化
さ
せ
る
学
生
も
多
数
お
り

ま
す
。混
沌
と
し
た
時
代
に
あ
っ
て
こ
そ
、原
点

で
あ
る
人
間
、そ
し
て
自
分
を
見
つ
め
直
し
、学

問
研
究
を
深
め
ら
れ
る
学
科
で
あ
り
た
い
と
強

く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

上：卒論発表会
下：ゼミ合宿
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は
英
語
教
員
を
志
し
、本
大
学
の
英

米
文
学
科
に
進
学
し
ま
し
た
。私
に

限
ら
ず
現
４
年
生
は
、常
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
向
き
合
い
な
が
ら
の
学
生
生
活
と

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、こ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
の
中
で
も
、

英
米
文
学
科
の
授
業
や
ゼ
ミ
で
の
授
業
を
通
し

て
、興
味
深
い
事
柄
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。特
に
ゼ
ミ
に
お
い
て
は
、言

語
学
や
英
文
法
に
つ
い
て
深
く
学
び
、ま
た
、恒

例
と
な
っ
て
い
る
合
宿
に
お
け
る
共
同
研
究
を
通

し
て
、研
究
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ゼ
ミ
内
で
は
、私
と
同
じ
く
教
員
を
目
指
す
友

人
や
先
輩
方
と
も
出
会
い
、模
擬
授
業
を
見
合
っ

た
り
、情
報
交
換
を
し
た
り
す
る
な
ど
、協
力
し

な
が
ら
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

普
通
と
は
異
な
る
状
況
の
中
で
出
会
い
、共
に

困
難
を
乗
り
越
え
信
頼
関
係
を
築
い
た
友
人
と
、

助
け
合
い
、切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、残
り
の
学
生

生
活
を
充
実
し
た
も
の
に
し
た
い
で
す
。

学部・学科紹介　文学部 英米文学科

私

米
文
学
科
で
は
英
語
だ
け
で
は
な
く
、

多
言
語
の
学
習
が
で
き
ま
す
。私
は

第
二
外
国
語
と
し
て
選
択
し
た
ド
イ

ツ
語
の
ほ
か
、韓
国
語
の
学
習
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、昨
年
は
韓
国
へ
の
留
学
も
果
た
し
ま
し

た
。留
学
で
は
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加

や
、さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
経
て
語
学
力
を
極
め
、

人
脈
も
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

語
学
の
魅
力
は
、そ
の
言
語
の
背
景
に
隠
れ

る
文
化
や
歴
史
を
学
習
す
る
こ
と
で
、自
分
の

中
に
新
た
な
価
値
観
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、英

語
を
は
じ
め
多
言
語
を
扱
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
関
わ
る
機
会
も
増
え
、視
野

も
広
く
な
り
ま
す
。そ
し
て
そ
の
力
は
、人
生
の

岐
路
に
立
た
さ
れ
た
と
き
、多
様
な
選
択
肢
と

な
っ
て
皆
さ
ん
を
必
ず
助
け
て
く
れ
ま
す
。

　

失
敗
を
恐
れ
る
よ
り
、ま
ず
は
挑
戦
す
る
こ
と

を
選
択
す
る
。そ
の
選
択
を
後
悔
し
な
い
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
日
々
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

英

英米文学科
4年

沼野 真輝

米
文
学
科
で
の
学
び
は
、物
事
を
多

角
的
に
考
え
る
力
を
養
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。特
に
私
が
所
属
す
る
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
で
は
、イ
ギ
リ
ス
人
教
授
と
学
生
同
士

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
、英
語
だ
け
で
な
く
、

異
文
化
理
解
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ

ら
の
知
識
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
留
学
に
お
い
て
非
常
に

役
立
ち
、私
は
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で
の
長
期
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、移
民
都
市
で
の
異
文
化
交
流
は
、パ
ッ

シ
ョ
ン
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
現
在
は
、国
際
的
視
野
で

キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

就
職
活
動
で
は
第 

一 

志
望
の
メ
ガ
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
か
ら
内
定
を
い
た
だ
き
、英
語
学
習
に
お
い

て
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
９
０
０
点
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
こ
れ
ら
の
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
活

躍
で
き
る
人
材
に
成
長
し
ま
す
。

英 英米文学科
4年

岩本 慶和

英米文学科
4年

李 麻衣

Voices of
S tudents!

Voices of
S tudents!
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英語音声学専門分野

　

こ
ん
に
ち
は
。文
学
部
英
米
文
学
科
の
佐
藤
真
二

で
す
。

　

私
は
、駒
澤
大
学
で
は
、大
学
院
で
５
年
間
学

び
、そ
し
て
専
任
教
員
に
な
っ
て
か
ら
は
25
年
以
上

も
教
鞭
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。駒
澤

大
学
に
は
随
分
長
い
間
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、 

こ
の
大
学
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
、最
近
ま
す
ま

す
好
ま
し
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

さ
て
私
の
専
門
分
野
は
、英
語
そ
の
も
の
を
研
究

す
る
英
語
学
の
中
で
も
、英
語
の
音
声
・
発
音
を
研

究
す
る
英
語
音
声
学
で
す
。２
０
０
０
年
か
ら
2
年

間
、在
外
研
究
制
度
で
、イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
大
学

に
在
籍
し
、ロ
ン
ド
ン
の
発
音
の
現
地
調
査
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

本
来
は
専
門
的
に
音
声
記

号
を
使
っ
て
表
記
し
ま
す
が
、わ
か
り
や
す
く
カ
タ

カ
ナ
を
使
っ
て
表
記
し
ま
す
と
、ロ
ン
ド
ン
の
発
音

は
、d
a
y（
デ
イ
）を「
ダ
イ
」 

と
発
音
す
る
よ
う

に
、「
エ
イ
」を「
ア
イ
」と
発
音
を
す
る
な
ど
の
特

徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。マ
ー
ケ
ッ
ト
を
回
っ
て
、そ
こ

で
働
く
人
々
が
ど
の
よ
う
な
発
音
を
し
て
い
る
の

か
を
聞
い
た
り
、 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た

り
し
た
こ
と
な
ど
、 

懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

そ
の
後
も
英
語
の
発
音
の
変
化
に
関
す
る
研
究

を
続
け
て
い
ま
す
。皆
様
の
多
く
も
ご
存
じ
か
と
思

わ
れ
る
、ビ
ー
ト
ル
ズ
の
ジ
ョ
ン・レ
ノ
ン
の
発
音
も

研
究
し
ま
し
た
。ジ
ョ
ン・レ
ノ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
の
北

部
、リ
バ
プ
ー
ル
と
い
う
町
の
出
身
で
す
。リ
バ
プ
ー

ル
で
も
簡
単
な
調
査
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

人
々
は
と
て
も
気
さ
く
で
協
力
的
で
し
た
。イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
北
部
で
は
、l
o
v
e（
ラ
ブ
）が「
ロ
ブ
」、

c
o
m
e（
カ
ム
）が「
コ
ム
」の
よ
う
な
発
音
に
な

り
ま
す
。ジ
ョ
ン・レ
ノ
ン
は
ま
た
、最
後
の
十
年
近

く
を
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
過
ご
し
ま
し
た
。

も
と
も
と
身
に
付
け
て
い
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部

の
発
音
と
、イ
ギ
リ
ス
の
標
準
語
で
あ
る
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
南
部
の
発
音
、そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
発
音
が
、

ジ
ョ
ン・レ
ノ
ン
の
中
で
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
、 
ま
た
話
す
と
き
と
歌
う
と
き
の
違
い
は
あ
る

の
か
な
ど
を
研
究
し
ま
し
た
。以
前
か
ら
徹
底
的

に
調
べ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
時
間
を
か

け
て
研
究
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
て
、誠
に
あ
り
が

た
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ゼ
ミ
で
は
、そ
う
し
た
発
音
の
違
い
を
、イ
ギ
リ

ス
英
語
・ア
メ
リ
カ
英
語
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語

な
ど
国
別
の
違
い
の
ほ
か
に
、イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

北
部
・
南
部
の
よ
う
な
国
内
の
相
違
、ま
た
、社

英米文学科
教授

佐藤 真二

教員ピックアップ

会
階
級
や
年
齢
、性
別
な
ど
に
よ
る
違
い
を
、ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や
音
楽
、映
画
、テ
レ
ビ
番
組
な
ど

の
音
声
を
用
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。ゼ
ミ
生
は
、 

私
の
知
ら
な
か
っ
た
材
料
や
、 

私
の
気
づ
か
な
か
っ

た
視
点
で
研
究
し
、そ
れ
を
発
表
し
て
く
れ
る
こ

と
も
多
く
、私
に
と
っ
て
も
と
て
も
充
実
し
た
時
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
も
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、駒
澤
大
学
の
学
生
は
人
間
が
と
て
も
良
い
と

い
わ
れ
ま
す
。そ
の
通
り
で
、学
生
に
も
恵
ま
れ
ま

し
た
。ゼ
ミ
で
の
合
宿
や
食
事
会
な
ど
は
と
て
も

良
い
思
い
出
で
す
。 

最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
で
そ
う
い
う

こ
と
が
で
き
ず
に
残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、自

分
の
年
齢
や
体
力
な
ど
を
考
え
て
、そ
れ
も
よ
い

の
か
な
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
少
し
先
で
す
が
。私
も
退
職
を
し
て
大
学

を
離
れ
る
と
、ま
す
ま
す
こ
の
大
学
を
懐
か
し
く

思
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

言語調査で訪れたロンドンのマーケット

さ
ま
ざ
ま
の
感
謝
を
こ
め
て
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私
の
主
な
研
究
対
象
は
イ
ギ
リ
ス
の
劇
作
家
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
で
す
。シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
大
航
海
時
代

や
活
版
印
刷
術
の
恩
恵
を
受
け
た
ル
ネ
サ
ン
ス
期

に
活
躍
し
ま
し
た
。今
回
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の

背
景
と
そ
の
精
神
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
座
付
き
劇
作
家
と
し
て
関
わ

っ
た
劇
場
は「
地
球
座
」と
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

地
球
座
は「
パ
ブ
リ
ッ
ク・シ
ア
タ
ー
」と
呼
ば
れ
る
桟

敷
席
と
平
土
間（
立
ち
見
席
）を
有
す
る
半
野
天
円

形
劇
場
で
し
た
。屋
根
の
な
い
中
央
の
平
土
間
に

は
主
に
肉
体
労
働
者
が
、そ
れ
を
取
り
巻
く
屋
根

の
下
の
桟
敷
席
に
は
比
較
的
に
身
分
の
高
い
市
民

が
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。地
球
座
は
サ
ザ
ー
ク

と
呼
ば
れ
る
テ
ム
ズ
河
南
岸
の
区
域
に
位
置
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、異
国
か
ら
の
船
乗
り
や
商
人
も

訪
れ
、観
客
の
国
際
色
は
豊
か
で
あ
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。世
界
を
映
す
舞
台
を
求
め
る
志
が
、劇
場
の

名
前
に
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク・シ
ア
タ
ー
は
中
世
の
ス
ト
リ
ー
ト・シ

ア
タ
ー
を
起
源
と
す
る
も
の
で
あ
り
、ス
ト
リ
ー
ト・

シ
ア
タ
ー
は
中
世
の
聖
史
劇
と
呼
ば
れ
る
芝
居
か

ら
発
展
し
ま
し
た
。聖
史
劇
は
13
世
紀
ご
ろ
か
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
広
ま
り
ま
し
た
が
、イ
ギ
リ
ス
に

も
伝
わ
り
サ
イ
ク
ル
劇
と
し
て
残
り
、ヨ
ー
ク・サ
イ

ク
ル
な
ど
が
有
名
で
す
。聖
史
劇
は
活
版
印
刷
術

が
普
及
す
る
以
前
、文
字
が
読
め
な
い
民
衆
に
キ
リ

ス
ト
教
の
教
え
を
強
化
す
る
た
め
に
、ク
リ
ス
マ
ス

な
ど
の
祝
祭
に
合
わ
せ
て
街
路
に
お
い
て
、そ
の
土

地
の
言
葉
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。通
常
の
キ
リ
ス
ト

教
の
ミ
サ
な
ど
は
ラ
テ
ン
語
で
行
わ
れ
る
慣
習
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、聖
史
劇
が「
民
衆
に
開
か
れ
た

舞
台
」で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
精
神
は
、シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
に
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
世
は
全
て
一つ
の
舞
台
、人
は

皆
、男
も
女
も
役
者
に
過
ぎ
ず
、そ
れ

ぞ
れ
舞
台
に
登
場
し
て
は
退
場
し
て
い

く
。舞
台
は
年
齢
に
よ
っ
て
七
幕
に
区

切
ら
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
を
演
じ
る
」。

こ
れ
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
喜
劇『
お

気
に
召
す
ま
ま
』の
二
幕
七
場
、ジ
ェ
ー

ク
イ
ズ
の
言
葉
で
す
。そ
れ
に
よ
れ
ば
、

英米文学科
教授

逢見 明久

人
生
の
第
一
幕
は
乳
母
に
世
話
さ
れ
る
赤
ん
坊
に

始
ま
り
、第
二
幕
は
学
校
嫌
い
な
小
学
生
、第
三
幕

は
恋
心
に
胸
を
焦
が
す
若
者
、第
四
幕
は
名
誉
欲

と
出
世
欲
に
目
の
色
を
変
え
る
壮
年
の
軍
人
、第

五
幕
は
良
識
ぶ
り
つ
つ
賄
賂
の
誘
惑
に
負
け
る
中

年
の
裁
判
官
、第
六
幕
は
肉
体
的
に
下
り
坂
に
あ

る
老
人
、最
後
に
第
七
幕
の
死
の
忘
却
で
締
め
く

く
ら
れ
る
と
あ
り
、虚
飾
に
惑
う
人
間
の
弱
さ
に

触
れ
た
警
句
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ジ
ェ
ー
ク
イ
ズ
は
追
放
さ
れ
た
公
爵
に
仕
え
る

貴
族
で
、権
力
欲
の
た
め
に
肉
親
を
不
当
に
扱
う

よ
う
な
不
条
理
な
世
の
中
を
批
判
的
に
見
て
い
ま

す
。ジ
ェ
ー
ク
イ
ズ
が
語
る
第
七
幕「
闇
に
閉
ざ
さ

れ
た
全
く
の
忘
却
、歯
も
な
く
、目
も
な
く
、味
も

な
く
、な
に
も
な
い
」と
は
、利
己
主
義
が
行
き
着

く
孤
独
で
虚
無
な
末
路
を
暗
示
す
る
警
告
と
も

解
釈
で
き
ま
す
。シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
人
生
観
の
根

底
に
は
、自
身
の
弱
さ
を
自
覚
し
、他
者
の
弱
さ

を
寛
容
に
見
守
る
謙
虚
な
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
す
。

「
優
し
い
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
」と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん

で
す
。

イギリス演劇専門分野教員ピックアップ

学部・学科紹介　文学部 英米文学科

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の

背
景
と
そ
の
精
神
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近年の卒業論文

【文化論】

● アメリカン・コミックスに見る人種観の変化
● 異人種間結婚について
● アメリカンドリームの多様性
● ジム・クロウ法時代における黒人社会
● “Slave Narrative”から見る奴隷制度

【作品論】

●『ティファニーで朝食を』に関する一考察
　―ホリー・ゴライトリーの求めた自由
●『ハックルベリー・フィンの冒険』における
　主人公の「罪」と「良心」
● The Shining の複雑なホラー性
● Alcott の理想の女性像
　―Little Womenに関する一考察
● Literary Value of Ernest Hemingway’s 
　“Big Two-Hearted River”

　

わ
た
し
の
ゼ
ミ
の
研
究
テ
ー
マ
は
、ア
メ
リ
カ
に
お
け

るR
ace

とG
ender

で
す
。主
に
こ
の
両
観
点
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
文
学
の「
名
作
」と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
短

編
を
読
ん
で
い
ま
す
。英
語
の
読
解
力
を
向
上
さ
せ

な
が
ら
、Race
とG

ender

を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
た

い
す
る
興
味
関
心
を
深
め
る
こ
と
。自
分
で
議
論
を

作
る
能
力
を
養
い
、な
に
か
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
意
見
が
言

え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。わ
た
し
の
ゼ
ミ
で
は
、こ
う
し

た
こ
と
を
重
要
な
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

R
ace

と
は
な
に
か
？　

G
ender

と
は
な
に
か
？

　

前
期
の
授
業
は
、こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
問
い
か

け
を
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す（
ち
な
み
に
、こ

の
ど
ち
ら
の
概
念
も
厳
密
に
定
義
づ
け
る
こ
と
が
、

き
わ
め
て
難
し
い
も
の
で
す
）。次
に
、文
化
論
の
資
料

（
英
文
）を
用
い
て
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
歴
史
に
お

け
る
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
人
種
関
係
―
―
白
人
と

黒
人
の
複
雑
微
妙
な
関
係
―
―
に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。

そ
の
後
、家
父
長
制
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
い
っ
た
学
術

用
語
に
目
を
向
け
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
内
容
を
確

認
し
て
か
ら
、具
体
的
な
短
編
の
読
解
に
入
っ
て
い
き

ま
す
。

　

前
期
の
終
盤
か
ら
後
期
に
か
け
て
取
り
あ
げ
る

の
は
、人
種
、民
族
、性
、時
代
を
異
に
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
作
家
た
ち
―
―K

ate C
hopin

（
１
８
５
０
―

１
９
０
４
）、Eudora W

elty

（
１
９
０
９
―
２
０
０
１
）、

R
ichard W

right

（
１
９
０
８
―
１
９
６
０
）、Alice 

W
alker

（
１
９
４
４
―
）な
ど
―
―
の
短
編
で
す
。こ
れ

ら
の
作
家
た
ち
は
各
々
の
短
編
の
な
か
でR

ace

と 
G

ender

を
、い
か
な
る
か
た
ち
で
表
現
し
物
語
化
し

て
い
る
の
か
？　

物
語
の
世
界
を
通
じ
て
、こ
の
ふ
た

つ
の
社
会
問
題
の
根
幹
へ
と
深
く
迫
っ
て
い
き
ま
す
。

加
え
て
、さ
ま
ざ
ま
な
短
編
を
同
一
の
観
点
か
ら
並
べ

て
読
む
こ
と
で
、そ
の
先
に
な
に
が
見
え
て
く
る
の

か
？　

そ
う
し
た
疑
問
に
つ
い
て
も
、ゼ
ミ
の
な
か
で

学
生
た
ち
と
一
緒
に
よ
く
考
え
、一
緒
に
熱
く
語
り
合
っ

て
い
ま
す
。

●専門分野：アメリカ小説
●演習テーマ：アメリカ合衆国におけるRaceとGender本村 浩二ゼミこのゼミに注目！

英米文学科
教授

本村 浩二

望月 颯

学生からの一言コメント
　このゼミでは、人種とジェンダーの二つをメイン
テーマにしてアメリカ文学の短編を読んでいま
す。私は英語の教員を目指しているので、人種
やジェンダーといった現代でも世界の大きな問
題となっているその二つのテーマについて知る
ことが、将来教員になるために必要な教養にな
るのではないかと思い、このゼミに入りました。
　ゼミの授業では、英語の読解力の向上はも
ちろんのこと、アメリカの歴史や文化について
も、みんなで一緒になって考えています。普段
考えることもなかったようなアメリカの実状を紐
解いていくことに、文学研究の面白さを実感し
ています。

英米文学科3年
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私
の
ゼ
ミ
は
、主
に
19
世
紀
イ
ギ
リ
ス・ロ
マ
ン
派
の

詩
や
、ラ
ド
ヤ
ー
ド・キ
プ
リ
ン
グ
な
ど
の
よ
う
な
イ
ン

ド
生
ま
れ
の
イ
ギ
リ
ス
人
作
家
を
扱
っ
た
短
編
小
説

も
研
究
対
象
と
し
て
い
ま
す
。「
英
詩
」は
日
常
の
言

語
と
は
異
な
る
表
現
や
言
葉
遣
い
を
含
む
こ
と
か
ら
、

「
使
え
る
英
語
」と
は
か
け
離
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、そ
う
し
た
耳
慣
れ
な
い
言
葉
や
表
現
を
、私

た
ち
が
馴
染
み
の
あ
る
英
語
に
ど
の
よ
う
に
置
き
換

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
で
、逆
に

日
常
の
英
語
表
現
を
深
く
意
識
で
き
ま
す
。ま
た
、

ロ
マ
ン
派
の
詩
人
た
ち
が
表
現
し
た
自
然
や
人
間
の

内
面
世
界
は
、私
た
ち
の
想
像
力
や
創
造
性
を
刺

激
し
て
く
れ
ま
す
。ゼ
ミ
生
た
ち
は
、さ
ま
ざ
ま
に
感

性
を
働
か
せ
な
が
ら
、詩
人
た
ち
の
生
き
た
時
代
と

現
代
に
生
き
る
自
分
た
ち
と
を
比
較
し
な
が
ら
、多

様
な
視
点
で
詩
を
読
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、ラ
ド
ヤ
ー
ド・キ
プ
リ
ン
グ
と
い
う

作
家
も
研
究
対
象
と
し
て
き
ま
し
た
の
で
、ゼ
ミ
で
は
、

キ
プ
リ
ン
グ
の
短
編
小
説
も
扱
い
ま
す
。キ
プ
リ
ン
グ

は『
ジ
ャ
ン
グ
ル・
ブ
ッ
ク
』や『
少
年
キ
ム
』と
い
っ
た
作

品
が
有
名
で
す
が
、ゼ
ミ
で
は
、あ
え
て
日
本
語
に
翻

訳
さ
れ
て
い
な
い
短
編
を
読
み
解
き
、英
語
に
じ
っ
く

り
向
か
い
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

３
年
ゼ
ミ
の
前
期
で
は
、輪
読
に
よ
っ
て
作
品
理
解

を
深
め
、ゼ
ミ
生
同
士
で
解
釈
の
違
い
を
共
有
し
た

後
、同
じ
作
品
を
対
象
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
テ
ー
マ
を

決
め
、よ
り
発
展
的
な
研
究
を
行
っ
て
、そ
の
成
果
を

発
表
し
て
も
ら
い
ま
す
。1
つ
の
作
品
か
ら
多
様
な
解

釈
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で
学
び
、こ
れ
が
卒
業

論
文
に
お
け
る
問
題
提
起
や
章
の
組
み
立
て
の
基
礎

と
な
り
ま
す
。後
期
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
卒
業
論
文
の

研
究
テ
ー
マ
を
選
定
し
、ゼ
ミ
内
で
文
献
検
索
や
先

行
研
究
の
調
査
に
つ
い
て
共
有
し
て
い
き
ま
す
。

　

４
年
生
の
前
期
に
、６
月
末
の
論
題
提
出
を
見
据

え
て
、卒
論
構
想
発
表
会
を
行
い
ま
す
。夏
休
み
に
は

執
筆
を
開
始
し
、後
期
は
個
別
指
導
を
組
み
合
わ
せ

て
論
文
執
筆
に
全
力
投
球
し
、12
月
に
論
文
を
提
出
、

翌
年
１
月
に
卒
論
発
表
会
を
開
催
し
、３
月
に
は
ゼ

ミ
論
集
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。こ
の
一
連
の
ゼ
ミ
活
動

で
主
体
的
な
調
査
や
研
究
の
仕
方
を
身
に
付
け
る
こ

と
で
、新
た
な
気
づ
き
と
深
い
学
び
に
出
会
い
、今
後

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。皆
さ
ん
と
共

に
、自
己
啓
発
マ
イ
ン
ド
を
育
む
想
い
を
も
っ
て
進
め

て
い
ま
す
。

元木 賢

学生からの一言コメント
　私たち上石ゼミはイギリス近代詩を主な研究
対象としています。「詩」と聞くと、一見とっつきに
くい感じがしますが、自分なりの解釈を作り上げて
いく過程には、正解のない答えを探しながら、自分
自身の創造性を広げていくような素晴らしさがあ
ります。また、「詩」には省略や比喩表現が多用さ
れていることが多いため、言葉を補って考える必
要があることから、英文の構造を再確認すること
ができます。さらに、言葉の表面的な意味だけで
なく、その言葉に宿る複数の意味に触れることで、
読むたびに新たな発見があります。さまざまな詩
の技法や、そこに生まれるリズムは、私たちが英
語の「音」を考える原点にもなっています。

このゼミに注目！

英米文学科
教授

上石 実加子

●専門分野：イギリス詩
●演習テーマ：キプリングの文学と同時代表象上石 実加子ゼミ

英米文学科4年

学部・学科紹介　文学部 英米文学科

上石ゼミ第1期生の
卒業式

過去2年のゼミ論集

3年キプリング研究ゼミ

4年ゼミ卒論構想発表会の風景
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地
方
で

活
躍
す
る

駒
大
卒
業
生
の

皆
さ
ん

り
ま
し
た
。な
ん
て
単
純
な
理
由
な
ん
だ

と
、書
い
て
い
る
自
分
で
も
思
う
の
で
す

が
、実
際
大
好
き
だ
っ
た
学
校
に
大
人
に

な
っ
た
今
で
も
働
け
て
い
る
の
は
と
て
も

幸
せ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
漠
然
と
教
員
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、歴
史
学
を
学
び

な
が
ら
、教
員
免
許
も
取
得
で
き
る
駒

澤
大
学
に
進
学
を
し
ま
し
た
。地
元
を

離
れ
て
の
東
京
で
の 

一 

人
暮
ら
し
に
、最

初
の
半
年
は
か
な
り
つ
ら
か
っ
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。そ
の
私
の
大
学
生
活
を 

一 

転
さ
せ
て
く
れ
た
も
の
が
、部
活
動
で
し

た
。4
月
に
行
わ
れ
た
サ
ー
ク
ル
見
学
で
、

「
こ
の
ま
ま
東
京
の
大
学
で
な
ん
と
な

く
過
ご
す
の
は
い
や
だ
。せ
っ
か
く
駒
澤

大
学
に
入
っ
た
の
だ
か
ら
、こ
の
大
学
な

ら
で
は
の
部
活
動
に
入
部
し
て
、駒
澤

大
学
を
好
き
に
な
っ
て
卒
業
し
た
い
！
」

と
思
い
、探
し
て
い
た
と
き
に
出
会
っ
た

の
が
、体
育
会
系
應
援
指
導
部
ブ
ル
ー
ペ

第19回

　

私
は
今
、長
野
県
に
あ
る
中
学
校
で

1
年
生
の
学
級
担
任
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。高
校
ま
で
長
野
県
で
育
ち
、駒
澤

大
学
を
卒
業
し
た
後
、地
元
の
教
員
採

用
試
験
に
合
格
を
し
、働
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

ど
う
し
て
こ
の
仕
事
を
目
指
し
た
か

と
い
う
と
、小
さ
い
頃
か
ら
地
元
で
働
き

た
い
と
思
っ
て
は
い
た
も
の
の
、具
体
的

な
夢
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

の
よ
う
な
中
、進
路
を
決
め
る
懇
談
で

「
学
校
が
好
き
だ
か
ら
卒
業
し
た
く

な
い
！
働
き
た
く
な
い
！
」と
無
茶
な

相
談
を
担
任
に
し
た
と
こ
ろ
、「
じ
ゃ
あ
、

大
人
に
な
っ
た
ら
学
校
で
働
け
ば
い
い

よ
。花
奈
は
学
校
の
先
生
に
向
い
て
い
る

よ
」の
ひ
と
言
。こ
の
言
葉
に
舞
い
上
が

り
、そ
こ
か
ら
教
員
を
目
指
す
よ
う
に
な

「
学
校
が
好
き
！
」で

就
い
た
教
員
職

長野県長野市出身
長野県須坂高等学校卒業
駒澤大学文学部
歴史学科日本史学専攻卒業（2019年3月）

長野県中学校教諭

松林 花奈 さん

輝く卒業生に
Close Up!
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ガ
サ
ス
で
し
た
。應
援
指
導
部
と
は
そ

の
名
の
と
お
り
、駒
澤
大
学
に
あ
る
運

動
部
を
応
援
す
る
部
活
動
の
こ
と
で
す
。

「
運
動
部
の
選
手
は
大
学
の
名
前
を

背
負
っ
て
戦
っ
て
く
れ
て
い
る
。そ
の
選

手
を
応
援
す
れ
ば
、き
っ
と
自
分
が
入

学
し
た
大
学
を
好
き
に
な
れ
る
の
で
は

な
い
か
…
！
」と
い
う
、こ
れ
ま
た
ぶ
っ
飛

ん
だ
発
想
で
入
部
を
決
め
た
の
で
す
が
、

こ
の
作
戦
は
大
成
功
で
、４
年
間
で
駒

澤
大
学
の
こ
と
を
大
好
き
に
な
り
ま
し

た
し
、今
で
も
駅
伝
等
で
母
校
の
名
前

を
見
る
と「
自
分
も
が
ん
ば
ろ
う
」と
励

ま
さ
れ
る
の
で
、本
当
に
入
っ
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、私
は
1
年
生
の
学
級
担
任

を
務
め
て
い
ま
す
。初
め
て
の
学
級
担

任
で
毎
日
が
勉
強
の
日
々
で
と
に
か
く

本
当
に
忙
し
い
の
で
す
が
、そ
ん
な
こ
と

を
忘
れ
る
く
ら
い
、自
分
の
学
級
の
生

徒
と
過
ご
す
時
間
が
と
に
か
く
楽
し
い

で
す
。私
の
ク
ラ
ス
に
は
生
徒
が
三
十
五

人
在
籍
し
て
い
ま
す
。そ
の 
一 

人
ひ
と
り

に
大
切
に
育
て
て
く
れ
る
家
族
、そ
し

て
将
来
の
夢
が
あ
り
ま
す
。入
学
式
で

保
護
者
の
方
の
前
で
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
機
会
が
あ
り
、そ
の
人
数
の
多
さ

に
身
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。こ
の
仕
事

は
お
金
や
売
り
上
げ
な
ど
、目
に
見
え
る

成
果
が
全
く
な
い
仕
事
で
す
。正
直
大

変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、生
徒
が
成
長

し
た
り
、夢
を
か
な
え
た
り
す
る
瞬
間
に

立
ち
会
え
た
と
き
は
全
身
が
震
え
る
ほ

ど
う
れ
し
く
、涙
が
出
ま
す
。日
本
の
未

来
を
つ
く
る
の
は
目
の
前
に
い
る
子
ど
も

た
ち
で
す
。こ
の
仕
事
は
日
本
の
未
来
を

つ
く
る
要
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。そ

の
よ
う
な
仕
事
に
就
け
て
い
る
こ
と
を

誇
り
に
思
い
、明
日
か
ら
も
日
々
精
進
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

長
野
県
は
都
会
と
は
違
い
、自
然
が

豊
か
で
、住
ん
で
い
る
だ
け
で
生
き
る
活

力
を
も
ら
え
ま
す
。休
み
の
日
に
は
自

転
車
を
こ
い
で
近
く
の
湖
を
一
周
し
て
み

た
り
、少
し
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
と
桜
の
名

所
が
あ
っ
た
り
と
、都
会
で
は
味
わ
え
な
い

緩
や
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、特
に
山
登
り
が

お
す
す
め
で
す
。長
野
県
の
中
学
校
で
は

学
校
行
事
で
登
山
が
あ
る
ほ
ど
、山
は

身
近
な
存
在
で
す
。ま
た
、私
の
住
ん
で

い
る
地
域
で
は「
御
渡
り
」と
呼
ば
れ
る

自
然
現
象
が
あ
り
ま
す
。こ

れ
は
、寒
い
時
期
に
湖
が
全
面

結
氷
を
し
、そ
の
氷
が
裂
け

て
、氷
の
山
脈
が
生
じ
る
も
の

で
す
。こ
の
よ
う
に
、地
方
で

の
生
活
の
良
い
と
こ
ろ
は
、1

年
を
通
し
て
、気
温
だ
け
で
は

な
く
、自
然
環
境
と
共
に
四

季
を
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
、自
然
豊

か
な
長
野
県
に
、み
な
さ
ん
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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保
護
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、お
子
様
の
就
職
活

動
は
大
き
な
関
心
事
か
と
思
い
ま
す
。大
学
受
験

と
違
い
正
解
が
わ
か
ら
な
い
就
職
活
動
に
お
い
て
、

支
援
の
仕
方
に
戸
惑
う
場
面
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、現
在
の
就
職
活
動
の
実
状
を
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
で
、お
子
様
と
の
関
わ
り
方
の
ヒ
ン
ト

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

政
府
は
２
０
２
４
年
卒
の
大
学
生
を
対
象
に
し

た
就
職
・
採
用
活
動
の
日
程
に
つ
い
て
、左
記
の
方

針
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

● 

会
社
説
明
会
な
ど
広
報
活
動
開
始
：

　

大
学
３
年
生
の
３
月
１
日
以
降

● 

面
接
な
ど
選
考
活
動
開
始
：

　

大
学
４
年
生
の
６
月
１
日
以
降

● 

正
式
な
内
定
日
：

　

大
学
４
年
生
の
10
月
１
日
以
降

　

し
か
し
、実
際
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
よ
り
前
倒
し
で

会
社
説
明
会
や
選
考
を
実
施
す
る
企
業
が
多
数

あ
る
の
で
、早
期
化
に
対
応
す
る
た
め
に
情
報
収

集
を
し
っ
か
り
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

株
式
会
社
デ
ィ
ス
コ
が
２
０
２
３
年
２
月
に
発

表
し
た「
新
卒
採
用
に
関
す
る
企
業
調
査
」（
★

図
1
）の
結
果
に
よ
る
と
、２
０
２
４
年
卒
の

採
用
見
込
み
に
つ
い
て
は
、「
増
加
」が
32
・８
％
、

「
２
０
２
３
年
卒
並
み
」が
53
・５
％
に
対
し
て
、

キャリア センター 通 信

「
減
少
」と
答
え
た
企
業
は
６・１
%
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
を
見
せ
、多
く
の
業
界

で
は
人
材
不
足
が
課
題
に
な
っ
て
お
り
、企
業
の

採
用
意
欲
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。採
用
の
難
化
に

よ
り
、２
０
２
３
年
卒
で
目
標
の
充
足
が
難
し
く
、

２
０
２
４
年
卒
で
確
保
し
た
い
企
業
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
が
、就
職
活
動
の

一
環
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
く
ら
い
、多
く
の

学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

● 

業
界
・
企
業
・
職
種
理
解

● 

企
業
理
解
を
深
め
る
こ
と
で

　

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

● 

社
会
人
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
慣
れ
る

● 

働
く
こ
と
や
自
分
が
働
く
姿
を

　

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
る

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

リ
ク
ル
ー
ト
社
の
調
査（
★
図
2
）で
は
、

２
０
２
３
年
４
月
１
日
時
点
の
大
学
生
の
就
職

内
定
率
は
、48
・４
％（
＋
10
・３
ポ
イ
ン
ト
）と
前
年

に
比
べ
高
い
水
準
に
な
り
ま
し
た
。

　

内
定
率
は
例
年
に
比
べ
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

内
定
取
得
者
の
就
職
活
動
実
施
率
は
64
・８
％
で

前
年
と
同
水
準
で
す
。こ
れ
は
、大
手
企
業
の
選

考
が
本
格
開
始
さ
れ
、選
考
結
果
が
出
る
６
月
以

降
ま
で
は
、内
定
取
得
者
で
も
就
職
活
動
を
継

続
す
る
学
生
が
多
い
こ
と
を
表
す
毎
年
の
傾
向
に

気
に
な
る
！

就
職
活
動

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

就
職
課
長

猪
越 

千
帆

2
0
2
4
年
卒
の

新
卒
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

2
0
2
4
年
卒
の
採
用
動
向

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
重
要
性

2
0
2
4
年
卒
の
就
職
状
況

特集
3

24



な
り
ま
す
。

　

周
囲
に
は
す
で
に
内
定
を
も
ら
っ
て
い
た
り
、選

考
が
進
ん
で
い
る
友
人
が
い
た
り
と
、焦
り
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、内
定
は
ゴ
ー

ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、し
っ
か
り
と
情
報
収
集

を
行
い
な
が
ら
自
分
の
価
値
観
や
仕
事
へ
の
理
解

を
深
め
て
就
職
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

少
子
高
齢
化
に
伴
い
労
働
人
口
が
減
少
し
て

い
る
状
況
に
お
い
て
、企
業
が
優
秀
な
人
材
を
確

保
す
る
た
め
に
、あ
ら
ゆ
る
方
法
で
採
用
活
動

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
採
用
方
法
の
多
様
化
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

● 

採
用
直
結
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

● 

ス
カ
ウ
ト
型
：
企
業
側
が
興
味
を
持
っ
た

　

学
生
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

● 

就
活
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
：
求
人
紹
介
な
ど

● 

新
卒
向
け
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
：
求
人
紹
介

● 

リ
フ
ァ
ラ
ル
採
用
：
企
業
が
自
社
の
社
員
か
ら

　

人
材
を
紹
介
し
て
も
ら
う

　

就
職
活
動
を
自
主
的
に
進
め
ら
れ
る
学
生
が

い
る 

一 

方
、何
か
ら
始
め
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、動

き
出
せ
な
い
学
生
が
い
ま
す
。ま
た
、 一 

人
で
悩
ん

で
し
ま
う
と
、自
分
が
何
を
す
べ
き
か
何
を
し
た

い
の
か
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、思
う
よ
う
に
就
職

活
動
が
進
ま
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。お
子

様
が
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
よ
う
で
し

た
ら
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
を
勧

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。話
を
す
る
こ
と

で
解
決
の
糸
口
が
見
え
る
こ
と
も
あ
り
、や
る
気

に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
1
年
～
2
年
〉

イ
ベ
ン
ト
：
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
座
、キ
ャ
リ
ア

ガ
イ
ダ
ン
ス
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど

　

働
く
こ
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
早
期
に
持
つ
こ
と
に

よ
り
、自
分
に
合
っ
た
業
界
や
職
種
へ
の
意
識
を

高
め
ま
す
。

〈
3
年
～
4
年
〉

イ
ベ
ン
ト
：
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
、就
活
集
中
セ
ミ

ナ
ー
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、O
B
・
O
G
相
談
会
、

業
界
研
究
講
座
、合
同
企
業
説
明
会
な
ど

　

本
格
的
な
就
職
活
動
に
向
け
て
の
心
構
え
、就

職
状
況
の
分
析
、業
界
研
究
の
方
法
、企
業・職
種

理
解
、自
己
分
析
の
方
法
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書

き
方
、面
接
指
導
な
ど
、具
体
的
な
支
援
を
し
ま
す
。

〈
個
別
相
談
〉

　

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
、模
擬
面
接
は
も

ち
ろ
ん
、学
生
の
不
安
に
寄
り
添
い
、学
生
が
自

分
を
し
っ
か
り
理
解
し
た
上
で
職
業
選
択
を
行
い

希
望
の
進
路
へ
進
め
る
よ
う
、学
生
一
人
ひ
と
り
に

合
わ
せ
た
き
め
細
や
か
な
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
就
職
支
援
シ
ス
テ
ム
〉

　

大
学
独
自
の
シ
ス
テ
ム（
キ
ャ
リ
ナ
ビ
）で
求
人

情
報
、先
輩
の
就
職
活
動
体
験
記
、イ
ベ
ン
ト
情

報
、大
学
指
定
履
歴
書
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
検
索
で
き
ま
す
。

　

就
職
活
動
で
は
内
定
を
も
ら
う
こ
と
が
ゴ
ー
ル

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。早
期
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
意
識
し

準
備
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、ま
ず

は
学
業
に
励
み
、や
り
た
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

大
学
生
の
時
に
し
か
で
き
な
い
体
験
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
結
果
が
就
職
活
動
、

ひ
い
て
は
そ
の
後
の
人
生
の
糧
と
な
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

と
し
て
は
、学
生

自
身
が
納
得
し
て

就
職
活
動
を
終
わ

ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
か
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、し
っ
か
り
支

援
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

採
用
方
法
の
多
様
化

保
護
者
様
に
お
願
い
し
た
い
支
援

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
支
援

9.2 41.9 11.8 5.9 31.3
13.5 43.1 6.5 5.6 31.3
14.5 48.3 5.2 5.4 26.6

20.4 48.4 7.8 4.2 19.2
24.4 48.2 7.2 3.5 16.8

29.2 49.8 6.9 3.6 10.4
29.9 52.7 6.5 2.8 8.1
29.3 52.3 7.9 2.1 8.4
30.8 53.6 8.5 1.2 5.9

28.0 55.9 7.9 1.5 6.7
15.0 52.0 27.6 1.8 3.6
15.6 60.1 12.9 4.4 6.9

26.6 60.0 6.0 2.3 5.1
32.8 53.5年卒2024

年卒2023
年卒2022
年卒2021※

※各年2月調査。ただし、2021年卒は7月調査。

■ 増加【★図1 】 採用見込みの推移（全体） ■ 増減なし ■ 減少 ■ 採用予定なし ■ 未定

年卒2020
年卒2019
年卒2018
年卒2017
年卒2016
年卒2015
年卒2014
年卒2013
年卒2012
年卒2011
年卒2010

6.1 2.0 5.6

13.8 52.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13.9 1.4 18.4

【★図2 】 就職内定率　大学生全体（就職志望者／単一回答）※大学院生除く

2024年卒

2月1日
時点

100

80

60

40

20

0

（%）

3月1日
時点

4月1日
時点

5月1日
時点

6月1日
時点

7月1日
時点

8月1日
時点

9月1日
時点

10月1日
時点

12月1日
時点

3月卒業
時点

13.5

19.9

30.3

48.4

22.6

58.4

73.1
83.3

87.8 90.8
93.8 94.0

96.8

38.1

3月18日時点
（2024年卒）：

38.9

2022年卒

2023年卒29.0  ：3月18日時点（2023年卒）

76.5  ：6月12日時点（2023年卒）

5月15日時点
（2023年卒）：

65.4
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先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

就
活
体
験
記

こ
の
春（
2
0
2
3
年
3
月
）に
卒
業
さ
れ
た
お
二
人
か
ら
、

就
職
活
動
を
振
り
返
っ
て
の
感
想
と

後
輩
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

経営学部 市場戦略学科卒業
グローバル・メディア・スタディーズ学部

グローバル・メディア学科卒業

マスコミ関係
就職

アデコ株式会社
就職

Y・S さん金田 桃子 さん

　就職活動を始めたのは大学３年の６月で、マ
スコミ業界を志望していました。就職早期化の
噂を聞きつけ、業界問わず多くのインターンや早
期選考に参加していました。早めの準備が功を奏
したのか、４年の６月には金融業界など４社から
内定をいただきました。ただ、志望していたマスコ
ミ業界からは内定をいただけず、一度就職活動を
終えました。
　その中で７月、転機となる出来事が起きました。
安倍晋三元首相銃撃事件です。二次被害のリ
スクがあるにもかかわらず、「真実」を伝えるため
に命がけで取材する記者たちの姿に刺激を受
け、再び就職活動を始めました。当時幹部として
部活動にも取り組んでいたため、就職活動との
両立が大変でした。そこで、通学や練習後の時
間を活用して面接練習や英語学習、論文対策
に取り組みました。そして11月、憧れのマスコミ業
界から内定をいただきました。
　就活の早期化が進んでいることから、「早期内
定」の価値が高まりつつありますが、一番大切な
のは「いつ内定をもらうか」ではなく、「どこから内
定をもらうか」だと思います。早期
化にとらわれすぎず、最後まで
自分のやりたいことにこだわ
りながら就職活動に励んで
ほしいと思います。

　私は3年生の6月から就職活動を始めました。
当初は特にやりたいこともなく、さまざまな業界の
説明会やインターンシップに参加し、自分が働くイ
メージが持てるかどうかということを考えながら就
職活動を進めていました。
　私が皆さんに伝えたいことは二つです。一つ目
は、業界や仕事、そして自分自身に偏見を持たな
いことです。「自分には向いていないかも……」と
思っていた業界でも、きちんとその仕事内容や社
会への提供価値を知ることで興味が湧き、良い
ご縁につながることも多くあります。二つ目は自己
分析の徹底です。私は自己分析を通して自分の
強みを明確化できたことが力になりました。他人
のことがうらやましく思えても、自分の強みをきちん
と理解していれば全く影響されることはありません。
おっくうかもしれませんが、感覚ではなく、自分の人
生を一から振り返って、どういった要素で今の自
分が形成されているのかということを理解すること
が大切です。これは、面接で自信を持って話せる
だけでなく、自分が将来、どんな環境で何を大切に
して働きたいのかを考えるときのヒントにもなると
思います。
　つらい瞬間もあると思いますが、
ぜひ新しい知識を吸収するという
楽しむ気持ちを忘れず、好奇心
を持って取り組んでほしいと思
います！

やりたいことに忠実に、

早期化に

惑わされない！

可能性は無限大、

好奇心を

持ってみる
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●    

●    

●    

    ●    ●

１
・
２
年
生

３
年
生

４
年
生

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

公務員・教員採用試験対策プログラム
企業による学内合同説明会（3年生の2月から随時）

進路・就職相談
WEB資格講座

WEB資格講座
進路・就職相談

業界研究講座

就活集中セミナー
就活集中
セミナー

各種資格試験・就職試験対策講座、公務員・教員採用試験対策プログラム

キャリアセンター主催
インターンシップ
１・２年生対象

キャリアセンター
主催

インターンシップ

キャリアセンター
主催

インターンシップ

WEB資格講座
公務員入門学内講座
キャリアデザイン講座

進路・就職相談

集中進路相談業界研究講座

実施日時・教場などは「掲示」や「キャリアセンターのホームページ」でお知らせをしています。

新入生オリエンテーション

第１回就職ガイダンス

第２回就職ガイダンス

第４回就職ガイダンス

第５回就職ガイダンス

第３回就職ガイダンス

●　 

キャリアガイダンス●　 キャリアガイダンス●　 

    ●

◆ 事前申込要　　◆ 事前申込不要　　★ 受講料要　　★ 受講料不要　　■ 随時受付

就
職・
資
格
試
験
対
策
講
座

◆ ★ 新入生オリエンテーション 進路を考えるうえでこれからの学生生活がどのようにかかわっていくのかをお話しします。

◆ ★ 2年生キャリアガイダンス 2年生対象の講座です。自分と向き合うきっかけ、職業観の涵養、就職市場では、今、何が
起きているのか！早期化する就活に対して、キャリア形成の意識づけをしていく講座です。

◆ ★ キャリアデザイン講座 低学年次から自分の将来について意識してもらい、キャリア・進路を考えていく講座です。
◆ ★ インターンシップ 一般企業や自治体で就業体験することで、自分なりの職業観の形成に役立ちます。
◆ ★ 3年生就職ガイダンス 就職への心構え、就職戦線の状況解説講演会、就職活動時のマナーなどのアドバイスなど。

◆ ★ 就活集中セミナー

◆ ★ 業界研究講座 様々な業界の人事担当者が企業の姿や働くことの意義、求める人材像等をお話しします。
◆ ★ 合同企業説明会 時期に合わせた開催規模で実施し、参加企業が駒大生限定で個別説明を行います。

各
項
目
の
解
説

◆ ★

就職試験対策◆ ★ 教員採用試験対策学内講座：専門学校（東京アカデミー）と提携し、充実したプログラムを用意。
■ ★ 文章（基礎力養成）講座：作文・小論文対策を含む、就活にも役立つ文章力を育成。
◆ ★ 就職対策特別講座：内定を獲得するための特訓プログラムです。

◆ ★ 資格試験対策 WEB資格講座：MOS・FP 技能士・宅建士・簿記・TOEIC・秘書検定など、学生に人気で仕事
に役立つ27のWEB資格講座が年間1万円（税別・テキスト代別）で受け放題。

オ
ス
ス
メ
情
報

駒澤大学に送られてきた
求人票を見るためのサイト　 駒澤大学求人検索システム

キャリナビ

本学学生であれば学外からも閲覧可能です。
[KONECO]からアクセスしてください。

本学 OB・OGが残してくれた
就職活動の記録　

公務員対策：専門学校（資格の大原）と提携し、充実したプログラムを用意。また、クラウド
型学習サービス「公務員試験学習ツール」（㈱ TKC）が1年間無制限に利用可能。

企業ごとにいつ頃・どのような試験があったか、どのような対策
を行って内定を勝ち得たか、生きた情報です。キャリアセンター
の資料室とホームページから閲覧可。

学外の就職コンサルタントが「自己分析の仕方」「エントリーシートの書き方」「模擬面接」など
実践的な就職活動の指導を行います。

　キャリアセンターでは、各年次向けの進路支援活動を行っています。１年生から４年生、また既卒者の相談にも応じ、
就職のバックアップをしています。大学でのキャリア形成に役立つサポートを上手に活用することが、就職への近道です。
　ここでは、スケジュールをご覧になり、どのようにキャリアセンターと関わっていけばよいのか、各年次の目安としてください。
多彩なサポートシステムを大いに利用しましょう！

キャリア・就 職 支 援 ス ケジュー ル気になる！ 就職活動
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駒
澤
大
学
・
大
学
院
に
在
籍
す
る
学
生
の
保
護
者（
保
証
人
）の
皆
さ
ま
を
会
員
と
し
て
、昭

和
34
年
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
す
。大
学
と
家
庭
と
の
連
絡
を
図
り
、教
育
的
効
果
の
向
上

に
協
力
す
る
と
共
に
、会
員
相
互
の
親
睦
と
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま

す
。会
員
の
皆
さ
ま
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
が
、さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
広
報
の
運
営
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。こ
こ
で
は
、教
育
後
援
会
の
活
動
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

駒
澤
大
学

教
育
後
援
会
の
活
動
紹
介

会員の皆さまが参加できる行事

定期総会・
駒沢キャンパス構内見学会

●定期総会…昨年度の活動等を会員の皆さ
まにご報告します。
●駒沢キャンパス構内見学会…図書館・禅
文化歴史博物館・学生食堂を自由に見学・
利用いただけます。また坐禅堂において、参
禅部の協力のもと、坐禅を体験することがで
きます。

5月第2土曜日

新年賀詞交歓会

　毎年都内の会場で行われるこの会。美味し
い料理を食べながら、教職員や同じ学部の保
護者の方と交流できる機会です。サークルのア
トラクション、福引抽選会と楽しいイベントが盛り
だくさんです。毎年11月号の会報で参加募集を
しています。

1月第3土曜日

10月

一泊参禅研修会

　秋に福井県の大本山永平寺、神奈川県の
大本山總持寺において、毎年（それぞれ隔年
で）行っています。
　普段の生活から離れ、曹洞宗の大本山で
修行体験はいかがでしょうか？ 毎年7月号の
会報で参加募集をしています。

サークル応援

　各試合・発表会の情報は
ホームページにて
ご確認ください。

教育懇談会

　駒澤大学と共催で、全国各地の会場に大
学担当者と教育後援会代表が伺います。
　大学の近況をご報告すると共に、学業成
績や就職等について説明いたします。
※令和5年度は4年ぶりに対面での開催。

6月〜7月

駒澤大学は
サークルも

頑張っています！

皆さんで応援に
行きましょう！
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広報活動

支援

ホームページ

 教育後援会の活動のほかに、サー
クル情報、学生生活の報告など、随
時更新中です。

カレンダー、
パンフレットの作成

　カレンダーには教育後援会の行事
予定のほかに、学生の行事、授業の
予定も記載されています。
　3月発行の会報と共に、翌年度の
カレンダーをお送りします。

助成金・祝賀金・褒奨金

　学生のサークル活動の育成・支援
のために助成金、祝賀金を支給。また、
功労が認められた団体・個人に褒奨
金の支給を行っています。

会報の発行

　毎年3回、7・11・3月に発行してい
ます。駒澤大学での学生生活、大学
からの情報、教育後援会の活動報告
を紹介します。

学内奨学金資金への寄付

　「学業奨励型」、「経済支援型」と
して給付している学内奨学金の原資
として寄付しています。

※大切な情報もありますので、
ご住所を変更された際は、大
学に住所変更をお届けください。

家計急変学生に対する
一時給付金の支給

　保護者（保証人）の死亡等により
家計が急変し、就学を続けることが困
難になった学生を対象に、月額5万円
を6カ月支給しています。

教育施設等充実助成支援（令和4年度）

●駒澤大学教育後援会奨学基金
●学生への食育支援事業（100円朝食）
●スポーツ推薦選抜適用サークル
　 学外指導者補助費
●家計急変学生に対する一時給付金
●「駒Dining」夜間営業による
　 玉川キャンパス利用サークルへの
　 食育支援事業

https://www.komazawa-k.org

●学位記ファイルの発注（購入費補助）
●私費留学生・交換留学生への
　 卒業記念品贈呈事業
●学生団体における
　 上級救命講習受講者支援
●「オータムフェスティバル2022」
　ステージ・テント設営（レンタル）
●屋外テーブルの増設購入（感染症対策）
●令和4年度 就活集中セミナー受講費支援
●面接ボックス購入
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会長 櫻井 秀則

副会長 鈴木 由美子 副会長 山本 健 副会長 井垣 達也副会長 大山 朱美 副会長 兼松 リカ

監査 土屋 和伸監査 桒田 利光 監査 宮坂 弘之

2023年度 教育後援会執行部・監査紹介

特別顧問 福田 早苗顧問 久保 伸吾

監査 野澤 孝志
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総務局長兼財務局長
教育後援会名誉顧問

多良 和己

副学長
教育後援会名誉顧問

吉田 尚史

仏教学部長

奥野 光賢
図書館長

櫻井 陽子
学生支援センター所長
教育後援会学内幹事

松田 健

教務部長
教育後援会学内幹事

絹川 真哉

経営学部長

中川 淳平
法学部長

井上 健一
経済学部長

番場 博之
文学部長

中野 達哉

法曹養成研究科長

青野 博之
総合教育研究部長

河谷 淳

副学長
教育後援会名誉顧問

遠藤 司

グローバル・メディア・スタディーズ学部長

服部 哲
医療健康科学部長

嶋田 守男

駒澤大学役職者紹介

常勤監事

青山 伸一
総長

永井 政之
理事長

石川 順之
学長

教育後援会名誉顧問

各務 洋子
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教育後援会 定期総会報告

　

令
和
５
年
５
月
13
日
、令
和
５
年
度
駒

澤
大
学
教
育
後
援
会
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
開
催
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

５
類
移
行
直
後
で
あ
り
、当
日
午
後
の
駒

沢
キ
ャ
ン
パ
ス
構
内
見
学
会
が
事
前
案
内

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、一 

般
会
員
百
十
六

人
と
委
員
六
十
三
人
の
合
計
百
七
十
九
人

が
出
席
し
、会
場
の
中
央
講
堂
は
ほ
ぼ
満

席
と
な
り
ま
し
た
。

教育後援会総務部 部長

段中 明紀

特集
4

　

最
初
に
久
保
伸
吾
教
育
後
援
会
会
長

が
昨
年
度
を
振
り
返
り
、３
年
ぶ
り
に
多
く

の
行
事
が
対
面
開
催
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て

の
感
謝
と
新
年
度
活
動
計
画
に
込
め
た
思

い
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
教
育
後
援
会
名
誉
顧
問
の
各

務
洋
子
学
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。２
年
前
の
ご
就
任
以
来
掲
げ
て
き
た

「
デ
ジ
タ
ル
化
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」の
取

り
組
み
を
一
層
進
め
て
い
く
こ
と
や
、教
育

後
援
会
の
重
要
性
の
高
ま
り
に
つ
い
て
力

強
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
教
育
後
援
会
役
員
が
紹
介
さ
れ
、

続
い
て
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
厚
生
課
の
上

野
典
子
課
長
よ
り
教
育
後
援
会
名
誉
顧

問
・
学
内
幹
事
の
先
生
方
、教
育
後
援
会

事
務
局
担
当
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
大
学
近
況
報
告
と
し
て
、吉

田
尚
史
副
学
長
よ
り
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

A
I
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
新
た
な
取

り
組
み
、遠
藤
司
副
学
長
よ
り
各
種
学
生

支
援
制
度
の
現
状
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、会
則
に
従
い
議
長
は
久
保
会

長
、議
事
録
署
名
人
と
し
て
教
育
後
援
会

総
務
部
の
大
田
純
子
副
部
長
が
選
出
さ
れ
、

審
議
事
項
へ
移
り
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案「
令
和
４
年
度
教
育
後
援

会
事
業
報
告
及
び
令
和
４
年
度
教
育
後

援
会
収
支
決
算
報
告
」で
は
、鈴
木
由
美

子
副
会
長
よ
り
令
和
４
年
度
の
実
施
事
業

内
容
及
び
収
支
決
算
の
詳
細
な
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
号
議
案「
令
和
４
年
度
監
査
報

告
」で
は
、武
井
成
浩
監
査
よ
り
会
計
処
理

が
適
正
に
行
わ
れ
た
旨
の
監
査
報
告
が
読

み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。第
1
号
及
び
第
２

号
の
両
議
案
は
一
括
審
議
さ
れ
、い
ず
れ
も

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
号
議
案「
令
和
５
年
度
教
育
後
援

会
事
業
計
画
案
及
び
令
和
５
年
度
教
育

後
援
会
予
算
案
」で
は
、櫻
井
秀
則
副
会

長
か
ら
事
業
計
画
案
の
説
明
と
予
算
案
の

説
明
が
な
さ
れ
、承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
４
号
議
案「
令
和
５
年
度
会
長・副
会

長
・
監
査
の
選
出
」で
は
、久
保
会
長
よ
り

櫻
井
秀
則
新
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
新
役

員
候
補
者
が
読
み
上
げ
ら
れ
、承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
５
号
議
案「
駒
澤
大
学
教
育
後
援

会
会
則
改
正
案
」で
は
、山
本
健
副
会
長

よ
り
会
則
改
正
内
容
の
説
明
が
あ
り
、承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、報
告
事
項
と
し
て
三
重
県
、福

岡
県
、熊
本
県
、長
野
県
の
各
支
部
よ
り

支
部
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
事
項
及
び
報
告
事
項
す
べ
て
の
終

了
後
、教
育
後
援
会
伝
統
の「
襷
リ
レ
ー
」

が
行
わ
れ
、久
保
前
会
長
か
ら
第
64
代
目

と
な
る
櫻
井
新
会
長
へ
襷
が
引
き
渡
さ
れ

る
と
、会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、櫻
井
新
会
長
か
ら
４
年
ぶ
り

と
な
る
教
育
懇
談
会
の
開
催
な
ど
、新
年

度
の
活
動
に
向
け
た
意
欲
あ
る
言
葉
で
締

め
く
く
り
が
な
さ
れ
、閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
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2023年度 教育後援会 委員名簿
執行部・監査

役職

会長

副会長

副会長

副会長

副会長

副会長

顧問

特別顧問

監査

監査

監査

監査

氏名

櫻井 秀則

鈴木 由美子

山本 健

大山 朱美

井垣 達也

兼松 リカ

久保 伸吾

福田 早苗

桒田 利光

宮坂 弘之

野澤 孝志

土屋 和伸

学科

地環

法律

経営

法律

法律

法律

歴外

法律

経営

法律

商

経営

総務部

役職

部長

副部長

副部長

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

氏名

段中 明紀

大田 純子

齋藤 達

黒木 藤乃

小島 優幸

田畑 恵

段中 亜奈

野田 尚美

五十嵐 勉

佐々木 幸男

渡邊 英夫

安彦 真弓

井上 智子

井上 裕之

今村 裕

今村 亮子

荻野 将義

荻野 理乃

菊池 明

湯澤 江理子

湯澤 信行

芦内 智恵

荒川 陽成

大谷 しおり

北川 達也

北川 千佳子

佐々木 元幸

佐々木 友子

谷口 早苗

伊藤 克裕

伊藤 花代

学科

政治

法律

経営

歴外

法律

法律

政治

政治

商

法律

法律

社社

GM

GM

仏教

仏教

経済

経済

心理

政治

政治

歴考

商

商

歴日

歴日

地文

地文

法律

歴外

歴外

厚生部

役職

部長

副部長

副部長

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

氏名

杉野 友也

水野 真智子

内藤 眞拓

安部 裕一

安部 和代

尾形 博

岡野 陽子

平林 実

古郡 宏隆

古郡 珠美

加藤 忍

金子 武志

河村 さおり

河村 勇二

小斉 志保

内藤 貴子

山口 麻希

青野 英夫

秋永 絵美

秋永 幹夫

阿部 温子

阿部 雅代

井垣 さゆり

内山 克枝

金子 久美子

近藤 英一郎

下村 幸一

寺内 正人

成田 一守

成田 亜由美

平塚 隆

平塚 曜子

福島 誠

龍前 純子
※上記名簿は5月13日（土）
　定期総会時点のものです。

学科

政治

現応経

地環

国文

国文

国文

法律

心理

心理

心理

市場

政治

経営

経営

GM

地環

歴日

仏教

社社

社社

仏教

法律

法律

法律

英米

社社

市場

法律

市場

市場

GM

GM

歴考

経済

文化部

役職

部長

副部長

副部長

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

氏名

髙野 典夫

高井 良子

仲澤 和茂

岩田 博樹

岩田 奈美江

池田 浩

小笠原 政明

貴志 泰久

山岡 葉子

大嶽 利憲

大嶽 里佳

岸本 修治

小林 誠

関 嘉恵美

関 安則

田隝 和久

田隝 礼子

鶴岡 茂

鶴岡 ナオミ

平本 正純

水野 晃嗣

水野 ザカット

安部 浩子

瀧川 里香

小林 哲夫

中山 祐紀子

林 大輔

林 かおり

松原 浩一

山本 敏彦

山本 直子

学科

経営

市場

法律

政治

政治

現応経

経営

社社

法律

GM

GM

商

法律

医療

医療

歴外

歴外

政治

政治

法律

GM

GM

歴考

経済

商

地環

地文

地文

商

法律

法律

■駒澤大学教育後援会組織図

会長

副会長

役員会

厚生部

顧問

文化部

特別顧問

学内幹事

事務局

監査

総務部

執行部

■会長・副会長・監査・各部長・各副部長をもって役員会を構成する

■要望・提案等の処理
　・大学からの要望等
   大学→執行部→役員会→委員総会
　・各部からの提案・要望等
   各部長→執行部→役員会→委員総会
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項目
前年度繰越金

入会金

会費

会合参加費
積立金取崩収入

雑収入
合計

 2022予算額（A）
109,899,429

17,505,000

139,645,000

2,300,000
100,000,000

400,000
369,749,429

 2022予算額（A'）
1,250,000

100,000
1,100,000

450,000
2,400,000

250,000
2,300,000
1,250,000
9,100,000

12,400,000

4,700,000

3,400,000
5,200,000

21,100,000
1,260,000
6,680,000

0
54,740,000
4,753,000
4,950,000
3,400,000
4,800,000

26,000,000
196,350

10,000,000
1,000,000
6,440,000

12,259,500

103,968,800

1,800,000
179,567,650

0
10,000,000
55,000,000
65,000,000
61,341,779

369,749,429
0

 決算額（B'）
303,967
43,935

743,953
264,014
776,692
215,770

2,221,722
163,440

4,733,493
6,262,827

2,319,979

2,569,399
3,053,081

18,546,863
390,000

3,813,606
0

36,955,755
2,713,800
4,630,000
1,960,000
1,200,000

26,000,000
194,040

9,400,000
0

6,439,950
6,123,110

103,569,500

150,000
162,380,400

0
10,000,000
55,000,000
65,000,000

0
269,069,648
100,488,769

 差異（B'-A'）
△ 946,033
△ 56,065

△ 356,047
△ 185,986

△ 1,623,308
△ 34,230
△ 78,278

△ 1,086,560
△ 4,366,507
△ 6,137,173

△ 2,380,021

△ 830,601
△ 2,146,919
△ 2,553,137

△ 870,000
△ 2,866,394

0
△ 17,784,245
△ 2,039,200

△ 320,000
△ 1,440,000
△ 3,600,000

0
△ 2,310

△ 600,000
△ 1,000,000

△ 50
△ 6,136,390

△ 399,300

△ 1,650,000
△ 17,187,250

0
0
0
0

△ 61,341,779
△ 100,679,781

決算額（B）
109,899,429

18,500,000

139,905,000

960,400
100,000,000

293,588
369,558,417

差異（B-A）
0

995,000

260,000

△ 1,339,600
0

△ 106,412
△ 191,012

摘　要

@5,000円×3,700人（入学者数）
※但し、入学辞退者等対象外となる人数も含む
@5,000円×27,981件（年会費10,000円）
※但し、入学辞退や9月等対象外となる学生も含む
夏季委員研修会・委員研修会の参加費
積立金の取崩収入
銀行利息（普通預金・定期預金）、その他

                                 摘　要
総会・役員会等諸経費
事務用品・消耗品
定期総会資料等印刷費
各種会議等案内状送料・切手等諸経費
各県支部長などの総会等出張費、委員の委員会等交通費
卒業委員に対しての卒業アルバム等購入費
ホームページ更新・管理料等諸経費
応援のぼり・応援旗・撮影料等諸経費

会員研修会・新年賀詞交歓会等諸経費
教育懇談会 印刷費、荷物等発送費、役員出張費、昼食費、
現地経費、オンライン対応等諸経費
各部（執行・総務・厚生・文化）活動諸経費
支部事務費及び運営補助費
会報及び卓上カレンダー作成等経費
会員・学生・教職員弔慰金
サークル応援・各種学校関連行事への参加費等経費
掲示物筆耕料・学生アルバイト料

卒業証書（学位記）ファイル購入経費、上級救命講習受講者支援、その他
学外指導者への指導助成経費
学生団体及び個人への祝賀金・支援金
家計急変学生一時給付金
学内奨学金資金
私費留学生・交換留学生卒業記念品
スポーツ推薦サークルの強化助成
文化・芸術・音楽系サークルの強化助成
就職ガイドブック制作費、就活集中セミナー、面接ボックス購入費
100円朝食助成、玉川キャンパス食育助成

屋外テーブル増設購入費助成、新図書館建設事業募金

大規模自然災害の被災者見舞金

奨学基金のための積立金
新規事業のための積立金
キャンパス整備助成のための積立金

予算が不足した場合は、予備費を使用する

収入の部 （単位：円）

支出の部 （単位：円）
項目

会議費
消耗品費

印刷製本費
通信費

旅費交通費
運営渉外費

ホームページ経費
運営雑費

計
研修費

教育懇談会費

各部活動費
支部活動費

会報等発行費
弔慰金

事業渉外費
事業雑費

計
学生指導費

課外活動学外指導者指導助成金
学生奨励費

家計急変学生一時給付金
奨学給付金

国際交流助成金
スポーツ強化助成金

文化振興助成金
就職・キャリア支援助成金

食育支援事業助成金

教育施設等充実助成金

大規模自然災害被災者見舞金
計

奨学基金積立金
新規事業積立金

キャンパス整備助成積立金
計

予備費
合計

次年度繰越金

運
営
費

一
般
事
業
費

特
別
事
業
費

繰
入
金

（単位：円）

2023年3月31日現在2022（令和4）年度
（１）普通預金

（２）奨学基金積立金

銀行名
三菱UFJ銀行　世田谷支店（普0561496）

みずほ銀行　駒沢支店（普1022214）

預金残高
92,567,826
7,920,943

（単位：円）
2021年度末累計額 2022年度積立額 積立金取崩額 合計 銀行名

303,353,070 0 0 303,353,070 みずほ銀行

（３）新規事業積立金 （単位：円）
2021年度末累計額 2022年度積立額 積立金取崩額 合計 銀行名

126,246,413 10,000,000 0 136,246,413 三菱UFJ銀行

（４）キャンパス整備助成積立金 （単位：円）
2021年度末累計額 2022年度積立額 積立金取崩額 合計 銀行名

215,000,000
60,000,000

55,000,000
0

100,000,000
0

170,000,000
60,000,000

三菱UFJ銀行
みずほ銀行

上記の通り報告いたします。
2023年4月13日 会長　久保 伸吾 駒澤大学教育後援会

積立金明細書 

自 2022（令和4）年 4月1日～至 2023（令和5）年3月31日2022（令和4）年度 教育後援会収支決算報告書
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項目
前年度繰越金

入会金

会費

会合参加費
積立金取崩収入

雑収入
合計

 2023予算額（A）
100,488,769

18,500,000

139,905,000

2,300,000
0

400,000
261,593,769

1,250,000
150,000
500,000
450,000

2,400,000
250,000

2,400,000
3,300,000

10,700,000
13,600,000

12,150,000

3,400,000
3,650,000

21,300,000
1,260,000
6,750,000

0
62,110,000
15,366,290

4,950,000

3,400,000
4,800,000

26,000,000
184,800

10,000,000
1,000,000
5,560,000

18,928,800

5,192,000

1,800,000

97,181,890
0

10,000,000
25,000,000
35,000,000
56,601,879

261,593,769

1,250,000
100,000

1,100,000
450,000

2,400,000
250,000

2,300,000
1,250,000
9,100,000

12,400,000

4,700,000

3,400,000
5,200,000

21,100,000
1,260,000
6,680,000

0
54,740,000
4,753,000

4,950,000

3,400,000
4,800,000

26,000,000
196,350

10,000,000
1,000,000
6,440,000

12,259,500

103,968,800

1,800,000

179,567,650
0

10,000,000
55,000,000
65,000,000
61,341,779

369,749,429

303,967
43,935

743,953
264,014
776,692
215,770

2,221,722
163,440

4,733,493
6,262,827

2,319,979

2,569,399
3,053,081

18,546,863
390,000

3,813,606
0

36,955,755
2,713,800

4,630,000

1,960,000
1,200,000

26,000,000
194,040

9,400,000
0

6,439,950

6,123,110

103,569,500

150,000

162,380,400
0

10,000,000
55,000,000
65,000,000

0
269,069,648

0
50,000

△ 600,000
0
0
0

100,000
2,050,000
1,600,000
1,200,000

7,450,000

0
△ 1,550,000

200,000
0

70,000
0

7,370,000
10,613,290

0

0
0
0

△ 11,550
0
0

△ 880,000

6,669,300

△ 98,776,800

0

△ 82,385,760
0
0

△ 30,000,000
△ 30,000,000
△ 4,739,900

△ 108,155,660

 2022予算額（B）
109,899,429

17,505,000

139,645,000

2,300,000
100,000,000

400,000
369,749,429

2022決算額
109,899,429

18,500,000

139,905,000

960,400
100,000,000

293,588
369,558,417

   差異（A-B）
△ 9,410,660

995,000

260,000

0
△ 100,000,000

0
△ 108,155,660

摘　要

@5,000円×3,700人（入学者数）
※但し、入学辞退者等対象外となる人数も含む
@5,000円×27,981件（年会費10,000円）
※但し、入学辞退や9月等対象外となる学生も含む
夏季委員研修会・委員研修会の参加費
積立金の取崩収入
銀行利息（普通預金・定期預金）、その他

                                 摘　要
総会・役員会等諸経費
事務用品・消耗品
定期総会資料等印刷費
各種会議等案内状送料・切手等諸経費
各県支部長などの総会等出張費、委員の委員会等交通費
卒業委員に対しての卒業アルバム等購入費
ホームページ更新・管理料等諸経費
応援のぼり・応援旗・各種手数料・ノートPC購入代等諸経費

会員研修会・新年賀詞交歓会等諸経費
教育懇談会 印刷費、荷物等発送費、役員出張費、昼食費、
現地経費、オンライン対応等諸経費
各部（執行・総務・厚生・文化）活動諸経費
支部事務費及び運営補助費
会報及び卓上カレンダー作成等経費
会員・学生・教職員弔慰金
サークル応援・各種学校関連行事への参加費等経費
掲示物筆耕料・学生アルバイト料

卒業証書（学位記）ファイル購入経費、ゼミ合宿宿泊費補助、その他

学外指導者への指導助成経費

学生団体及び個人への祝賀金・支援金
家計急変学生一時給付金
学内奨学金資金
私費留学生・交換留学生卒業記念品
スポーツ推薦サークルの強化助成
文化・芸術・音楽系サークルの強化助成
就職ガイドブック制作費、就活集中セミナー
100円朝食助成、玉川キャンパス食育助成、
学生への食料品支援プロジェクト

屋外ベンチ増設購入費助成

大規模自然災害の被災者見舞金

奨学基金のための積立金
新規事業のための積立金
キャンパス整備助成のための積立金

予算が不足した場合は、予備費を使用する

収入の部 （単位：円）

支出の部 （単位：円）
項目

会議費
消耗品費

印刷製本費
通信費

旅費交通費
運営渉外費

ホームページ経費
運営雑費

計
研修費

教育懇談会費

各部活動費
支部活動費

会報等発行費
弔慰金

事業渉外費
事業雑費

計
学生指導費

課外活動学外指導者
指導助成金
学生奨励費

家計急変学生一時給付金
奨学給付金

国際交流助成金
スポーツ強化助成金

文化振興助成金
就職・キャリア支援助成金

食育支援事業助成金

教育施設等充実助成金

大規模自然災害
被災者見舞金

計
奨学基金積立金
新規事業積立金

キャンパス整備助成積立金
計

予備費
合計

運
営
費

一
般
事
業
費

特
別
事
業
費

繰
入
金

自 2023（令和5）年4月1日～至 2024（令和6）年3月31日2023（令和5）年度 教育後援会予算書

2023予算額（A'） 2022予算額（B'） 2022決算額 差異（A'-B'）

2023（令和5）年度 教育後援会特別会計予算書
（１）奨学基金積立金特別会計 （単位：円）

2022年度末累計額 2023年度積立額 積立金取崩額 繰越額
303,353,070 0 0 303,353,070

（２）新規事業積立金 （単位：円）
2022年度末累計額 2023年度積立額 積立金取崩額 繰越額

136,246,413 10,000,000 0 146,246,413

（３）キャンパス整備助成積立金 （単位：円）
2022年度末累計額 2023年度積立額 積立金取崩額 繰越額

230,000,000 25,000,000 0 255,000,000
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第
１
章　

総
則

（
名
称
及
び
所
在
地
）

第
１
条　

本
会
は
、駒
澤
大
学
教
育
後
援
会
と
称
し
、本

部
を
東
京
都
世
田
谷
区
駒
沢
1
丁
目
23
番
地
1
号（
駒

澤
大
学
内
）に
置
く
。

（
目
的
）

第
２
条　

本
会
は
、駒
澤
大
学（
以
下「
大
学
」と
い
う
。）

と
家
庭
と
の
緊
密
な
る
連
絡
を
図
り
、そ
の
教
育
的
効
果

の
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
、併
せ
て
会
員
相
互
の
親
睦

と
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事
業
）

第
３
条　

本
会
は
、第
2
条
に
定
め
る
目
的
を
達
成
す
る

た
め
、次
の
事
業
を
行
う
。

（
1
）懇
談
会
、研
修
会
、講
演
会
等
の
開
催
に
関
す
る

事
業

（
2
）会
報
及
び
そ
の
他
刊
行
物
の
発
行
及
び
配
布
に
関

す
る
事
業

（
3
）大
学
施
設
整
備
及
び
教
育
用
設
備
機
器
の
拡
充
援

助
に
関
す
る
事
業

（
4
）奨
学
金
及
び
家
計
急
変
学
生
一
時
給
付
金
給
付
に

関
す
る
事
業

（
5
）教
育
相
談
及
び
就
職
情
報
等
に
関
す
る
事
業

（
6
）ス
ポ
ー
ツ
強
化
助
成
及
び
文
化
振
興
助
成
に
関
す

る
事
業

（
7
）福
利
厚
生
に
関
す
る
事
業

（
8
）そ
の
他
、大
学
、会
員
、学
生
と
の
連
絡
調
整
に
関
し
、

必
要
な
事
業

た
だ
し
、任
期
は
1
年
と
す
る
。

　

第
３
章　

機
関

（
機
関
）

第
１３
条　

本
会
に
、次
の
機
関
を
置
く
。

（
1
）総
会

（
2
）委
員
総
会

（
3
）役
員
会

（
4
）執
行
部
会

（
総
会
）

第
１４
条　

総
会
は
、本
会
の
最
高
決
議
機
関
で
あ
り
、会

長
が
年
1
回
こ
れ
を
招
集
す
る
。た
だ
し
、必
要
に
応
じ

臨
時
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
議
決
）

第
１５
条　

総
会
の
議
事
決
定
は
、出
席
会
員
の
過
半
数
の

同
意
を
も
って
こ
れ
を
決
す
る
。

（
委
員
総
会
）

第
１６
条　

委
員
総
会
は
、役
員
及
び
委
員
を
も
って
構
成

し
、必
要
に
応
じ
て
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。た
だ
し

会
長
は
、推
挙
さ
れ
た
新
役
員
候
補
者
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

②　

委
員
総
会
は
、総
会
に
次
ぐ
議
決
機
関
で
あ
り
、本

会
事
業
の
予
算
、決
算
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
審
議
す
る

と
と
も
に
、緊
急
に
よ
り
事
業
遂
行
に
支
障
を
き
た
す
お

そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③　

前
項
に
よ
る
場
合
、会
長
は
そ
の
経
過
を
総
会
に
お

い
て
報
告
し
、追
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
役
員
会
）

第
１７
条　

役
員
会
は
、役
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
も
の
と

す
る
。

②　

た
だ
し
会
長
は
、推
挙
さ
れ
た
新
役
員
候
補
者
、各

県
支
部
支
部
長・副
支
部
長
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
認

（
組
織
）

第
４
条　

本
会
は
、大
学
に
在
学
す
る
全
学
生
の
父
母
又

は
保
証
人
を
会
員
と
し
て
組
織
す
る
。

　

第
２
章　

役
員
及
び
委
員

（
役
員
）

第
５
条　

本
会
に
、次
の
役
員
を
置
く
。

（
1
）会
長
…
…
…
… 

一 

人

（
2
）副
会
長
…
…
…
… 

四
〜
五
人
以
内

（
3
）各
部
部
長
…
…
…
… 

一 

人

（
4
）各
部
副
部
長
…
…
…
… 

二
人

（
5
）監
査
…
…
…
…
若
干
人

（
6
）学
内
幹
事
…
…
…
…
若
干
人

（
役
員
の
選
出
）

第
６
条　

役
員
の
選
出
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
1
）会
長・副
会
長
及
び
監
査
は
、会
員
の
中
か
ら
役
員

会
並
び
に
委
員
総
会
に
お
い
て
推
挙
し
、総
会
の
議
を
経

て
決
定
す
る
。会
長
は
、副
会
長
及
び
監
査
に
そ
の
職
を

委
嘱
す
る
。

（
2
）各
部
部
長
及
び
副
部
長
は
、会
員
の
中
か
ら
役
員

会
に
お
い
て
推
挙
し
、委
員
総
会
の
議
を
経
て
決
定
す
る
。

会
長
は
、各
部
部
長
及
び
副
部
長
に
そ
の
職
を
委
嘱
す
る
。

（
3
）学
内
幹
事
は
、大
学
と
協
議
の
上
、会
長
が
委
嘱

す
る
。

（
役
員
の
任
務
）

第
７
条　

役
員
の
任
務
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
1
）会
長
は
、本
会
を
代
表
し
て
会
務
を
総
理
し
、会
議

の
議
長
と
な
る
。

（
2
）副
会
長
は
、会
長
を
補
佐
し
、会
長
事
故
あ
る
と
き

は
こ
れ
に
代
わ
る
。

（
3
）各
部
部
長
は
、各
部
の
業
務
を
総
括
し
、そ
の
部
会

の
議
長
と
な
る
。

（
4
）副
部
長
は
、部
長
を
補
佐
し
、部
長
事
故
あ
る
と
き

は
こ
れ
に
代
わ
る
。

（
5
）監
査
は
、会
務
及
び
会
計
を
監
査
し
、必
要
あ
る
と

き
は
委
員
総
会
の
招
集
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
6
）学
内
幹
事
は
、本
会
の
事
務
執
行
に
協
力
す
る
も
の

と
す
る
。

（
役
員
の
任
期
）

第
８
条　

役
員
の
任
期
は
、1
年
と
す
る
。た
だ
し
、再
任

を
妨
げ
な
い
。

②　

前
項
に
か
か
わ
ら
ず
、次
期
役
員
が
決
定
す
る
ま
で

は
、そ
の
業
務
を
執
行
す
る
も
の
と
す
る
。

（
委
員
）

第
９
条　

本
会
に
委
員
若
干
人
を
置
く
。

②　

委
員
は
、会
員
の
中
か
ら
役
員
会
が
推
薦
し
、委
員

総
会
の
議
を
経
て
会
長
が
委
嘱
す
る
。

（
各
部
委
員
会
）

第
１０
条　

各
部
委
員
会
は
、必
要
に
応
じ
部
長
が
こ
れ
を

招
集
し
、業
務
分
掌
に
伴
う
事
業
を
執
行
す
る
。

（
委
員
の
任
期
）

第
１１
条　

委
員
の
任
期
は
、そ
の
子
女
の
最
短
修
業
年
限

と
す
る
。

（
顧
問
）

第
１２
条　

本
会
に
、名
誉
顧
問
、特
別
顧
問
及
び
顧
問
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。

②　

名
誉
顧
問
は
、学
長
、各
副
学
長
及
び
各
局
長
を
推

戴
し
、重
要
な
事
項
に
つい
て
会
長
の
諮
問
に
応
ず
る
。

③　

特
別
顧
問
は
、顧
問
経
験
者
の
中
か
ら
若
干
人
を
、

役
員
会
の
推
薦
に
よ
り
会
長
が
委
嘱
し
、重
要
な
事
項

に
つ
い
て
会
長
の
諮
問
に
応
ず
る
。本
学
内
の
別
組
織
役

員
を
兼
任
し
て
は
な
ら
な
い
。特
別
顧
問
の
任
期
は
1

年
と
す
る
。た
だ
し
、再
任
を
妨
げ
な
い
。

④　

顧
問
は
、役
員
会
の
推
薦
に
よ
り
会
長
が
委
嘱
し
、

重
要
な
事
項
に
つい
て
会
長
の
諮
問
に
応
ず
る
。

駒
澤
大
学

教
育
後
援
会 

会
則

36



め
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、各
県
支
部
支
部
長・副
支
部
長
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

を
原
則
と
す
る
。

③　

会
長
は
必
要
に
応
じ
こ
れ
を
招
集
し
、全
て
の
会
務

を
企
画・立
案
し
業
務
を
執
行
す
る
。

（
執
行
部
会
）

第
１８
条　

会
長・顧
問・副
会
長
を
も
っ
て
執
行
部
会
を

構
成
す
る
も
の
と
す
る
。

②　

た
だ
し
会
長
は
、推
挙
さ
れ
た
会
長・顧
問・副
会
長

候
補
者
及
び
特
別
顧
問
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

③　

会
長
は
必
要
に
応
じ
て
、こ
れ
を
招
集
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

第
４
章　

事
業
の
運
営

（
業
務
の
分
担
）

第
１９
条　

本
会
は
、業
務
を
分
担
す
る
た
め
、分
掌
機
関

と
し
て
次
の
部
を
置
く
。

（
1
）総
務
部

（
2
）厚
生
部

（
3
）文
化
部

（
事
務
局
）

第
２０
条　

本
会
の
事
務
局
は
、駒
澤
大
学
学
生
支
援
セ
ン

タ
ー
厚
生
課
と
し
、諸
般
の
事
務
を
掌
る
。

　

第
５
章　

会
費
及
び
会
計

（
会
計
年
度
）

第
２１
条　

本
会
の
会
計
年
度
は
、毎
年
4
月
1
日
に
始

ま
り
翌
年
3
月
31
日
に
終
わ
る
。

（
経
費
）

第
２２
条　

本
会
の
経
費
は
、入
会
金
及
び
会
費
そ
の
他
の

収
入
を
も
って
支
弁
す
る
。

（
会
費
及
び
入
会
金
）

第
２３
条　

本
会
の
会
員
は
、入
会
金
及
び
会
費
を
負
担

す
る
。

（
1
）入
会
金
は
、5
0
0
0
円
と
し
、入
学
時
に
納
入
す
る
。

な
お
、入
学
者
が
過
去
に
大
学（
大
学
院
含
む
）ま
た
は

駒
澤
短
期
大
学
に
在
籍
し
入
会
金
を
納
め
た
者
並
び
に

国
費
外
国
人
留
学
生
及
び
交
換
留
学
生
か
ら
徴
収
は

し
な
い
。

（
2
）会
費
は
、年
額
1
0
0
0
0
円
と
し
、毎
年
4
月
に

納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、半
期
分
を
毎
年
4
月
及
び
9
月
に
分
割
納
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、国
費
外
国
人
留
学
生
及
び
交
換
留
学
生
か
ら
徴

収
は
し
な
い
。

②　

入
会
金
及
び
会
費
は
本
会
に
代
わ
っ
て
大
学
が
学

納
金
と
と
も
に
代
理
徴
収
す
る
。

（
予
算
及
び
決
算
等
）

第
２４
条　

会
長
は
、総
会
に
当
事
業
年
度
の
予
算
及
び

事
業
計
画
を
提
出
し
て
そ
の
議
決
を
求
め
、か
つ
、前
事

業
年
度
の
決
算
及
び
事
業
報
告
に
つ
い
て
承
認
を
求
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②　

会
長
は
、予
算
が
成
立
す
る
ま
で
の
間
、通
常
の
業

務
を
遂
行
す
る
に
必
要
な
経
費
の
金
額
に
限
り
支
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
特
別
会
計
）

第
２５
条　

会
長
は
、総
会
の
承
認
を
得
て
、特
別
の
支
出

を
目
的
と
す
る
特
別
会
計
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

②　

会
長
は
、特
別
会
計
の
決
算
又
は
、事
業
年
度
末
の

現
況
に
つ
い
て
定
期
総
会
の
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
監
査
報
告
）

第
２６
条　

監
査
は
、各
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
執
行

及
び
会
計
を
監
査
し
た
結
果
に
つ
い
て
、翌
事
業
年
度
の

定
期
総
会
に
お
い
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
６
章　

支
部
の
設
置

（
支
部
）

第
２７
条　

本
会
に
支
部
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

②　

支
部
の
設
立
及
び
運
営
等
に
つい
て
は
、細
則
を
も
っ

て
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

　

第
７
章　

補
則

（
会
則
の
改
廃
）

第
２８
条　

こ
の
会
則
の
改
廃
に
つ
い
て
は
、総
会
の
議
を

経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
雑
則
）

第
２９
条　

こ
の
会
則
に
定
め
な
い
も
の
は
、す
べ
て
委
員

総
会
に
諮
り
、決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

 　

附
則

◯
こ
の
会
則
は
、平
成
12
年
５
月
21
日
か
ら
施
行
す
る
。

◯
こ
の
会
則
は
、令
和
5
年
5
月
13
日
か
ら
施
行
す
る
。

誌
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、附
則
項
目
は
途
中
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
教
育
後
援
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。https://www.komazawa-k.org

駒澤大学教育後援会の
ホームページを更新し、

スマートフォンやタブレット端末などでも
一 段と閲覧しやすくなりました。

駒澤大学教育後援会では、近年のスマートフォン普及に伴い、モバイル
デバイス（iPhone、iPad、 Android 等）閲覧に対応するホームページにリ
ニューアルいたしました。また、GMO グローバルサインが提供する SSL サー
バ証明書は、認証業務運用規程（CPS）および利用
規約に基づいて提供され、 WEB サイトのセキュリティを
強化しています。
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❶
学
費
等
は
期
限
ま
で
に
大
学
所
定
の
学
費
等
振
込
依
頼
書
を

ご
利
用
の
う
え
、金
融
機
関
よ
り
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。納
入
は
現

金
に
限
り
ま
す
。た
だ
し
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
の
振
込
み
は
、事
前

に
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
窓
口
で
振
込
方
法
等
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

卒
業
ア
ル
バ
ム
に
寄
せ
ら
れ
た
写
真
や
言
葉
は
、何
十
年
も
の
時

間
を
経
て
も
色
褪
せ
ず
に
、そ
の
時
の
記
憶
を
鮮
明
に
残
し
ま
す
。

見
返
せ
ば
、当
時
の
思
い
出
を
蘇
ら
せ
て
く
れ
る
ア
ル
バ
ム
は
、長
年

の
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、そ
の
価
値
が
ま
す
ま
す
上
が
っ
て
い
く

で
し
ょ
う
。

　

卒
業
ア
ル
バ
ム
に
は
卒
業
年
次
生
の
個
人
写
真
や
、ゼ
ミ・サ
ー
ク

ル・友
人
と
の
写
真
、入
学
式・学
園
祭・卒
業
式
な
ど
の
行
事
、キ
ャ

ン
パ
ス
風
景
が
フ
ル
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。卒
業
年
次
生
の

個
人
写
真
の
撮
影
会
は
年
数
回
、大
学
構
内
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
都
合
が
合
わ
な
い
場
合
は
、個
人
写
真
の
デ
ー
タ
投
稿
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。ま
た
、サ
ー
ク
ル・ゼ
ミ・友
人・有
志
な
ど
で
撮
影
し

た
集
合
写
真
の
デ
ー
タ
投
稿
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
10
万
円
を
超
え
る
現
金
の
振
込
み
の
場
合
、金
融
機
関
窓
口
で

公
的
な
本
人
確
認
書
類
の
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
、各
金
融
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
窓
口
な
ど
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※
いっ
た
ん
納
入
さ
れ
た
学
費
等
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

❷
Ａ
Ｔ
Ｍ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
て
納
入
す
る
場
合
、

依
頼
人
名
と
し
て
大
学
所
定
の
振
込
依
頼
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
振
込
依
頼
人
コ
ー
ド（
10
桁
）」及
び「
学
生
氏
名
」を
必
ず
入
力

し
、振
込
金
額
を
間
違
わ
な
い
よ
う
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、納
入
時
に
不
備
が
あ
る
場
合
、学
生
の
特
定
及
び
入
金
確

認
が
で
き
な
い
た
め
、納
入
控
え
等
の
提
出
を
お
願
い
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
金
融
機
関
利
用
限
度
額
を
理
由
と
す
る
分
割
納
入
は
お
取
り
扱

い
で
き
ま
せ
ん
。事
前
に
金
融
機
関
へ
ご
確
認
の
う
え
、必
要
に

応
じ
て
利
用
限
度
額
変
更
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ア
ル
バ
ム
に
掲
載
さ
れ
た 

一 

枚 

一 

枚
の
写
真
に
は
、 一 

人
ひ
と
り
の

大
学
時
代
の
思
い
出
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。卒
業
し
て
か
ら
10
年
、

20
年
と
時
間
が
た
ち
、ふ
と
手
に
取
っ
て
見
返
し
た
と
き
に
、卒
業

生
に
も
ご
家
族
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ア
ル
バ
ム
で
す
。皆
さ
ま

の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

❶
卒
業
ア
ル
バ
ム
代
金

予
定
価
格 

一 

冊 

８
5
０
０
円（
送
料
・
税
込
み
）

❷
申
込
方
法

保
証
人
様
宛
に「
お
知
ら
せ・
振
込
用
紙
」を
発
送
す
る
予
定

で
す
。

①「
W
e
b
申
込（
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
・コ
ン
ビ
ニ
決
済
）」を
ご
利
用

の
方
は
、「
お
知
ら
せ
」に
記
載
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し

込
み
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

②
同
封
の「
振
込
用
紙
」を
ご
利
用
の
方
は
、郵
便
局
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

❸
後
期
学
費
等
振
込
依
頼
書
は
、８
月
中
旬
頃
、保
証
人
住
所
へ
送

付
予
定
で
す
。大
学
所
定
の
振
込
依
頼
書
を
紛
失
し
た
場
合
、

財
務
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❹
納
入
期
限
ま
で
に
納
入
で
き
な
い
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
、

納
入
期
限
を
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、財
務
部
ま
で
ご
連
絡
の
う
え
、所
定
の

「
学
費
等
延
納
願
」を
９
月
20
日（
水
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。学
生
及
び
保
証
人
の
署
名
捺
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

❺
修
学
支
援
新
制
度
の
授
業
料
等
減
免
対
象
者
の
振
込
依
頼
書

　

発
送
時
期
及
び
納
入
期
限
は
異
な
り
ま
す
。

令
和
5
年
度

後
期
学
費
等
納
入
の
お
知
ら
せ

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
ご
案
内

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
財
務
部
学
費
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３

‒

３
４
１
８

‒

９
０
７
６

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３

‒

３
４
１
８

‒

９
０
７
１

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
学
生
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３

‒

３
４
１
８

‒

９
０
6
4

◯
本
年
度
学
費
等
を
分
割
納
入
さ
れ
た
方
は
、後
期
分
を

　

期
限
内
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

納
入
期
限

　

 

後
期
学
費
等
納
入
期
限　

９
月
20
日（
水
）

※写真はイメージです。

❸
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
送
付
に
つ
い
て

申
込
時
に
指
定
さ
れ
た
送
付
先
へ
、卒
業
後
の
６
月
末
に
発
送

い
た
し
ま
す
。
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学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
厚
生
課

奨
学
金
に
つ
い
て

　

大
学
独
自
の
奨
学
金
と
し
て
、学
業
奨
励
型
・
経
済
支
援

型
・
入
学
者
選
抜
出
願
時
申
請
型
の
3
タ
イ
プ
の
奨
学
金

を
用
意
し
て
い
ま
す
。本
年
度
の
申
請
期
間
は
い
ず
れ
も
終

了
し
て
い
ま
す
が
、左
記
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。各
奨
学
金
の

詳
細
は
、大
学
W
e
b
サ
イ
ト
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

　

国
が
推
進
す
る「
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
」は
、

「
給
付
型
奨
学
金
」と「
授
業
料
等
減
免
」の
二
つ
の
支
援

か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。駒
澤
大
学
も
対
象
機
関
に
な
っ
て
お

り
、現
在
約
千
人
の
学
生
が
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。採
用

要
件
は「
世
帯
収
入
や
資
産
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
」と「
学
ぶ
意
欲
が
あ
り
、単
位
を
順
調
に
修
得
し
て
い
る

こ
と
」の
二
つ
で
す
。

　

例
年
、4
月
と
9
月
に
新
規
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

K
O
N
E
C
O
や
大
学
W
e
b
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

駒
澤
大
学
　
学
内
奨
学
金

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度

奨学生からのメッセージは、こちらのQRコードからご覧いただけます➡

奨学金受給者の声

百周年記念奨学金

駒澤会奨学金

同窓会奨学金

大学院給付奨学金

自己推薦選抜奨学金

全学部統一日程選抜奨学金

新人の英知奨学金

50万円

20万円

10万円

50万円

50万円

30万円

授業料相当額

100人以内

20人以内

150人以内

10人以内

200人

64人

6月

6月

6月

6月

出願時

出願時

出願時

学業成績最優秀者奨学金 50万円
各学科の
各学年から
1人ずつ
（53人）

申請不要

名称タイプ 給付金（年額） 採用人数 申請期間

大学院生
6人以内

経
済
支
援
型

学
業
奨
励
型

入
学
者
選
抜

出
願
時
申
請
型

38,300円

25,600円

12,800円

75,800円

50,600円

25,300円

自宅通学 自宅外通学

約70万円

約47万円

約23万円

第Ⅰ区分

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

～約270万円

～約300万円

～約380万円

給付型奨学金（月額） 授業料減免の
上限額
（年額）

採用支援
区分

世帯収入の
目安
（年収）

★採用要件と支援の目安

※世帯収入の目安は、世帯の構成等によって異なりますので、
　日本学生支援機構Webサイトの「進学資金シミュレーター」を
　ご参照ください。
※授業料減免額は、所属学部により異なります。

　駒澤⼤学へ寄付くださっている皆様、学⽣のためにご⽀
援いただき誠にありがとうございます。
　コロナ禍での学⽣⽣活が続き不安も多かったのですが、
昨年より対⾯授業が再開し、少しずつ不安が解消されてき
ました。⼀⽅、オンライン授業と対⾯授業とが並⾏すること
で、新たな苦労や困難も⽣じました。その中で、私は「⽬の前
の⼀つ⼀つのことに精⼀杯取り組む」をモットーに取り組ん
できました。結果としてこの奨学⾦をいただき、「やってきた
ことは間違っていなかった」と感じ、⼤きな⾃信となりました。
　現在は授業以外に英語学習にも⼒を⼊れており、奨学⾦
は教材購⼊費や就職活動費、⾒聞を広めるための費⽤とし
て活⽤させていただいています。この結果に満⾜せず、⽀援
くださっている皆様への感謝を忘れずに今後も⽇々精進し
ていく所存です。

経済学部 商学科4年
学業成績最優秀者
奨学金受給者

広瀬 悠人さん

　駒澤⼤学に寄付をしてくださっている皆様、学⽣への
ご⽀援誠にありがとうございます。
　私は社会福祉や社会保障制度について、利⽤者の
⽬線に⽴って問題を考え、⽇々学びを深めています。ゼ
ミでは福祉住環境について、学内のさまざまな場所を
⾃分たちの⽬で調査し、研究しています。
　皆様からいただいた奨学⾦は、資格取得のための参
考書購⼊費や受験費として使わせていただき、福祉住
環境コーディネーター2級に合格することができました。
ご⽀援いただいた皆様のおかげで、より⼀層、主体的
に学びに取り組むことができたと実感しております。
　今後もたくさんの⽅が⽀えてくださっていることを忘
れずに、勉学や研究に精進していきたいと思います。

文学部 社会学科
社会福祉学専攻4年
学業成績最優秀者
奨学金受給者

小泉 知佳さん

　駒澤⼤学に寄付してくださっている皆様、ありがとう
ございます。今回「学業成績最優秀者奨学⾦」に採⽤さ
れたことで、努⼒が報われたと感じると同時に、今まで以
上に勉強に意欲が湧くようになりました。
　私はかねてより政治、特に外交分野に関心があり、将
来は政治に関わる仕事をしたいという⽬標があったこと
から、政治学科に⼊学しました。1年次は教養科⽬や基
礎科⽬が中心でしたが、今年度は国際関係や豊富な地
域研究科⽬を中心に履修し、学びを深めています。
　いただいた奨学⾦は、研究テーマに関する書籍の購
⼊費⽤やそれに関連する言語の勉強費⽤に充てようと
考えています。皆様のご⽀援のおかげで恵まれた環境
が整えられていることを忘れず、今後も⼀⽇⼀⽇努⼒を
積み重ねていきたいと思います。

法学部 政治学科3年
学業成績最優秀者
奨学金受給者

横山 隼汰さん
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電子パンフレットはこちらから

株式会社ＫＵサポートは、大学と連携して事業活動を展開し
大学の教育・研究の充実に寄与しより良い環境づくりをサポートします。
事業活動を通じて広く社会に貢献することを目的とし
学校法人駒澤大学の100％出資により2007年7月に営業を開始しました。

学生サービスのご案内
★英語講座後期募集（国際センター課外講座として受託運営しています。）

★レンタル卒業袴予約展示会
7月初旬以降、順次毎月実施予定（記念講堂ほか）

★就職活動用証明写真学内撮影会
10月中旬、11月下旬～12月上旬、1月下旬～2月上旬開催予定

【在学生向け】

【新入生向け】
★専用寮・優先寮・学生会館・学生マンション、一般流通物件の斡旋

在学生の借り換えもできます。

学校内、プライベートを問わず傷害等24時間補償。日常生活での個人賠償責任を補償します。
★ノートパソコン、モバイルWi-Fi、電子辞書の販売（4年間の動産保険付き）

ノートパソコンは4月末、モバイルWi-Fiは6月中旬、電子辞書は7月末まで販売しています。

★スーツ割引
AOKI、洋服の青山、コナカ、KASHIYAMAとの提携割引があります。

★学生総合補償制度（駒澤大学生専用保険）

　　　Ⅰ. 毎日学べる英会話（後期分）
　　　　　・毎日40分レッスン、後期50回、受講料65,000円
　　　　　・7月中旬～下旬募集、9月下旬講座開始
　　　Ⅱ.TOEIC®L&R／TOEFL iBT®／IELTS™ 対策講座
　　　　　・週2回、夕方2時間、全20回、受講料82,000円
　　　　　・実力に合わせたコース選択が可能
　　　　　・7月中旬～下旬募集、9月下旬講座開始

こんにちは。株式会社KUサポートです。
株式会社ＫＵサポートは、学校法人駒澤大学の100％出資により設立された事業会社です。
大学と連携して事業活動を展開し快適な学生生活を送っていただくことに努めております。

駒澤大学
学生・保護者の方々へ

渋谷→

国道24
6号線

首都高速
3号渋谷線

東急田園都市線

法科大学
院

←二子玉
川

駅出口（公園口）
地下／マクドナルド
1階／三菱UFJ銀行

駒澤大学
コミュニティ・
ケアセンター

駒澤大学会館246
5F：（株）KUサポート駒沢

キャンパス

駒沢大
学駅

すき家

駒沢オリンピック公園

　

国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
対
応

で
き
る
人
材
を
社
会
に
輩
出
す
べ
く
、そ
の
支
援・

育
成
に
注
力
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
の
制
限
が

緩
和
さ
れ
た
今
、駒
澤
大
学
で
は
、海
外
留
学
や

国
際
交
流
を
一段
と
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

◆
留
学
相
談
室

　

駒
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
留
学
相
談
室
で
は
、多
種

多
様
な
留
学
パ
タ
ー
ン
の
紹
介
、必
要
な
語
学
力

や
勉
強
方
法
、留
学
手
続
き
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

疑
問
や
相
談
に
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
て
い
ま

す
。ま
た
、「
学
生
留
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」と
し
て
、

留
学
経
験
者
が
相
談
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に

お
答
え
し
ま
す
。

場　
　

所　

駒
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
3
号
館
5
階

開 

室 

日　

月
～
金（
授
業
期
間
中
）

開
室
時
間　

10
時
～
13
時　

14
時
～
17
時

◆
短
期
語
学
セ
ミ
ナ
ー

　

夏
と
春
の
年
に
２
回
、協
定
校
で
の
約
１
カ
月

間
の
短
期
語
学
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、夏
季
に
つ
い
て
は
カ
ナ
ダ
、ア
メ
リ

カ
、台
湾
、フ
ラ
ン
ス
で
、春
季
に
つい
て
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、ス
ペ
イ
ン
で
語
学
研
修
を
行
い
ま
す（
夏

季
に
つ
い
て
は
募
集
終
了
、春
季
に
つ
い
て
は
10
月

ご
ろ
に
募
集
予
定
）。

国
際
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

◆
課
外
講
座

　

留
学
や
就
職
に
向
け
て
の
英
語
力
向
上
の
た

め
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
®
テ
ス
ト
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
®
Ｌ
＆
Ｒ

テ
ス
ト
へ
の
対
策
集
中
講
座
、「
毎
日
学
べ
る
英
会

話
」（
毎
日
40
分
ず
つ
、全
１
０
０
回
の
レ
ッ
ス
ン
を

各
自
の
都
合
に
合
わ
せ
て
、学
内
で
学
べ
る
英
会

話
講
座
）と
いっ
た
課
外
講
座
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま
た
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ 

Ｉ
Ｔ
Ｐ
®
テ
ス
ト
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
®
Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
の
団
体
受
験
も
学
内
で
実
施

さ
れ
、英
語
力
の
効
果
測
定
が
で
き
る
よ
う
に

な
って
い
ま
す
。

（
課
外
講
座
の
申
し
込
み
に
関
し
ま
し
て
は
左
記

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

（
株
）Ｋ
Ｕ
サ
ポ
ー
ト　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３

-

３
４
１
８

-

９
５
２
５

◆
交
換
留
学
・
認
定
校
留
学

　

学
部
の
専
門
科
目
を
修
め
る
た
め
の
留
学
と

し
て
、「
交
換
留
学
」と「
認
定
校
留
学
」の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

交
換
留
学
で
は
、駒
澤
大
学
が
世
界
各
地
に

持
つ
計
16
校
の
協
定
校
に
留
学
し
ま
す
。こ
の
際
、

留
学
先
の
大
学
の
学
費
が
減
免
さ
れ
ま
す
。認

定
校
留
学
で
は
、世
界
中
の
大
学
か
ら
希
望
す

る
大
学
を
自
分
自
身
で
決
定
し
留
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ロ
ン

　

駒
澤
大
学
に
は
、多
彩
な
国
か
ら
の
留
学
生

が
い
ま
す
が
、グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ロ
ン
で
は
、そ
う
し

た
留
学
生
と
各
国
の
言
語
や
文
化
に
触
れ
な
が

ら
会
話
を
楽
し
み
、友
達
に
な
っ
て
交
流
を
深
め
、

お
互
い
の
学
生
生
活
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

で
き
ま
す
。

　

本
イ
ベン
ト
の
開
催
日
時・場
所
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◆
来
日
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

２
０
２
３
年
６
月
に
、実

に
４
年
ぶ
り
と
な
る
来
日
プ

ロ
グ
ラ
ム（
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ

Ｙ
）を
開
催
し
ま
し
た
。本

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、本
学
の
協

定
校
よ
り
留
学
生
が
来
日

し
、約
１
カ
月
間
、駒
澤
大

学
の
学
生
と
の
交
流
を
通

し
て
日
本
語
や
日
本
文
化

を
学
び
ま
す
。

　

本
イ
ベン
ト
に
は
、在
学
生

か
ら
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
ティ

ア
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ロ
ン
と
同
様

に
、駒
澤
大
学
内
で
留
学

生
と
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
機
会
で
す（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
募

集
終
了
）。
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電子パンフレットはこちらから

株式会社ＫＵサポートは、大学と連携して事業活動を展開し
大学の教育・研究の充実に寄与しより良い環境づくりをサポートします。
事業活動を通じて広く社会に貢献することを目的とし
学校法人駒澤大学の100％出資により2007年7月に営業を開始しました。

学生サービスのご案内
★英語講座後期募集（国際センター課外講座として受託運営しています。）

★レンタル卒業袴予約展示会
7月初旬以降、順次毎月実施予定（記念講堂ほか）

★就職活動用証明写真学内撮影会
10月中旬、11月下旬～12月上旬、1月下旬～2月上旬開催予定

【在学生向け】

【新入生向け】
★専用寮・優先寮・学生会館・学生マンション、一般流通物件の斡旋

在学生の借り換えもできます。

学校内、プライベートを問わず傷害等24時間補償。日常生活での個人賠償責任を補償します。
★ノートパソコン、モバイルWi-Fi、電子辞書の販売（4年間の動産保険付き）

ノートパソコンは4月末、モバイルWi-Fiは6月中旬、電子辞書は7月末まで販売しています。

★スーツ割引
AOKI、洋服の青山、コナカ、KASHIYAMAとの提携割引があります。

★学生総合補償制度（駒澤大学生専用保険）

　　　Ⅰ. 毎日学べる英会話（後期分）
　　　　　・毎日40分レッスン、後期50回、受講料65,000円
　　　　　・7月中旬～下旬募集、9月下旬講座開始
　　　Ⅱ.TOEIC®L&R／TOEFL iBT®／IELTS™ 対策講座
　　　　　・週2回、夕方2時間、全20回、受講料82,000円
　　　　　・実力に合わせたコース選択が可能
　　　　　・7月中旬～下旬募集、9月下旬講座開始

こんにちは。株式会社KUサポートです。
株式会社ＫＵサポートは、学校法人駒澤大学の100％出資により設立された事業会社です。
大学と連携して事業活動を展開し快適な学生生活を送っていただくことに努めております。

駒澤大学
学生・保護者の方々へ

渋谷→

国道24
6号線

首都高速
3号渋谷線

東急田園都市線

法科大学
院

←二子玉
川

駅出口（公園口）
地下／マクドナルド
1階／三菱UFJ銀行

駒澤大学
コミュニティ・
ケアセンター

駒澤大学会館246
5F：（株）KUサポート駒沢

キャンパス

駒沢大
学駅

すき家

駒沢オリンピック公園

41 駒澤大学教育後援会 会報　2023 vol.186



一泊参禅研修会（会員研修会）は、大本山『永平寺』と『總持寺』に
おいて、毎年（それぞれ隔年で）開催しております。
本年度は、大本山「永平寺」（福井県）において、下記の日程により開催
いたしますので、多数のご参加をお待ちしております。

大本山永平寺総受付

10月21日（土）午後１時30分〜午後２時30分

10月22日（日）午前９時予定

8,000円（予定）

80人（先着順。現役在学生の保護者のみ対象）

※ご参加の可否につきましては、お申し込みされた方を対象に、９月下旬に文書にてお知らせいたします。
　また同時に、スケジュールの詳細や参加費のお支払い方法などのご案内もいたします。

（上記募集人員に達しましたら、締め切らせていただきます。）

集合場所

受付時間

解散時間

参 加 費

募集人員
（予定）

参加申込書（←左ページ）に必要事項をご記⼊の上、
封書にて下記の送り先までご郵送ください。
お問い合わせ：TEL03-3418-9060

「駒澤⼤学教育後援会」ホームページトップ画⾯より「父母
も参加できるイベント」内の⼀泊参禅研修会申込フォーム
からお申し込みください。

①郵送 ②Web申込

〒154-8525
東京都世田谷区駒沢1-23 -1

駒澤⼤学教育後援会事務局
（駒澤⼤学学⽣⽀援センター内）

https://www.komazawa-k.org

福井県吉田郡永平寺町志比5-15　TEL：0776-63-3102
JR「福井駅」から
● 京福バス「特急永平寺ライナー」（永平寺直⾏バス）で永平寺門前まで約30分
● えちぜん鉄道 勝山永平寺線に乗り換えて、「永平寺口駅」下車。
　京福バス「永平寺門前⾏」または「永平寺⾏」で終点下車、徒歩約5分

令和5年10月21⽇（土）午後３時 ～ 22⽇（⽇） 午前９時

場所 大本山永平寺
参加
募集

申込方法
①もしくは②

申込期日：令和5年９月4日（月）まで

一 

泊
参
禅

　
　
研
修
会

第51回
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 第51回会員研修会「一泊参禅研修会」参加申込書 

令和5年10月21日（土）〜22日（日）の
第51回会員研修会「一泊参禅研修会」への参加を申し込みます。

　ご提供いただいた個人情報は、⼀泊参禅研修会のご案内送付など会員研修会に関する業務（旅⾏保険含む）⽬的
にのみ利⽤いたします（申込書に空欄がある場合は旅⾏保険補償対象外となります）。また、「学⽣情報」は事務処理に
必要な情報です。

令和5年　　　月　　　日

キ
リ
ト
リ
セ
ン

参

加

者

ふりがな

学生番号は
宛名シールの
6桁の番号です

〒 －

－ －

氏名

備 考 欄

住所

ふりがな

ふりがな

〒 －

氏名

住所

学

生

情

報

性
別

年
齢男・女

昭和

平成

学部
学科・年 学部 学科 年

学生番号

年 月 日

歳

生
年
月
日
T
E
L

－ －

性
別

年
齢男・女

昭和

平成
年 月 日

歳

生
年
月
日
T
E
L

氏名
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キ
リ
ト
リ
セ
ン

駒澤大学

アンケートに
答えて

Q1.おもしろかった記事の番号をお書きください（複数回答可）。

Q2.学部の教育内容や学生生活の状況、紹介してほしい学部・学科、ゼミなど、
　　特集で取り上げてほしいテーマをお書きください。

Q3.駒澤大学教育後援会『会報』に関するご感想、またお気づきの点がございましたら
　　お書きください。

〒154 -8525
東京都世田谷区駒沢1-23-１

駒澤大学教育後援会事務局 宛

03-3418-8491FAX

プレゼントを希望される方は下記にご住所、ご氏名をご記入ください。ご協力まことにありがとうございました。

お問い合わせ：TEL 03-3418-9060

関連グッズを
抽選で

10名様
プレゼント!

駒澤大学教育後援会『会報』第186号はいかがだったでしょうか。今後の誌面
編集の参考にさせていただくため、下記アンケートにお答えください。回答さ
れたシートは、郵送もしくは FAXで駒澤大学教育後援会事務局までお送りく
ださい。皆様の率直なご意見、ご要望をお待ちしています（9月15日必着）。

1

2

3

4

5

6

7

8

表紙について

《巻頭挨拶》各務 洋子（駒澤大学 学長）
　　　　　　櫻井 秀則（駒澤大学教育後援会 会長）

特集① サークル紹介　軟式野球部／鉄道研究会

特別企画 新入生スケッチブック～ひとことメッセージ～

特集② 学部・学科紹介　文学部 英米文学科

特別企画 地方で活躍する駒大卒業生の皆さん

特集③ 気になる就職活動

教育後援会だより

 9

10

特集④ 定期総会報告

大学だより

ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送にのみ使用させていただきます。
お預かりした個人情報は駒澤大学教育後援会事務局が責任をもって管理します。

ご
住
所

ご
氏
名

〒 郵送送り先

FAX送り先

回 答 欄



オータムフェスティバル 2023
11月4日（土）・
11月5日（日）開催!!
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駒澤大学教育後援会
〒154-8525
東京都世田谷区駒沢1-23-1
駒澤大学学生支援センター内
駒澤大学教育後援会事務局

TEL ： 03-3418-9060
FAX ： 03-3418-8491

Event
オータムフェスティバル 2023
11月4日（土）・
11月5日（日）開催!!

駒大を肌で感じる２日間!!

コロナ禍も明け、昨年度に引き続き、

対面での開催を目指して、準備を進めています。

詳細はオータムフェスティバルのHP等で随時お知らせします。

編集後記
　これまで、仕事ばかりであまり学校行事に関われずにお
りましたので、教育後援会の案内をいただき、大学で保護
者が参加できることに驚きました。少しでもできることがあ
ればと思いましたが、あっという間に1年が過ぎ、あまりお役
に立てず申し訳なく思います。
　コロナ禍で自粛していた活動が再開され、新入生から
大学生活の抱負を聞く「スケッチブック」取材が、私にとっ
て初めてのインタビュー経験となりました。「ひとりで起きら
れるようになる！」とにぎった拳の決意を応援します。ハツラ
ツとした1年生の皆さんと触れ合い、有意義な時間を過ご
すことができました。マスクなしの撮影に照れながらも、爽
やかな笑顔を浮かべている姿が印象的でした。
　成人となり、これまでとは違う学生生活が始まりますが、
さまざまなことに挑戦して、新しい出会いを楽しみ、可能性
を広げてほしいと思います。
　私も後援会活動を通じて、子どもたちだけでなく、自分自
身の成長にもつながる貴重な出会いがあったことに、改め
て感謝いたします。 （R.T）

　後援会委員の活動を始めて1年がたちました。娘の大
学受験が終わり子育ても一区切りと少し寂しく感じていま
したが、委員のお誘いを受け、またもう少し子どもに関わ
れる機会に恵まれ感謝しています。
　特集記事企画で訪れたサークルフェスティバル当日
は、たくさんの新入生が快く取材に応じてくれました。マ
スクを外した学生たちの笑顔と、これから始まるキャンパ
スライフへの希望をじかに感じることができ、パワーをも
らいました。
　軟式野球部の取材では、部員やマネージャーの皆さ
んが、知識ゼロの私たちのどんな質問にも分かりやすく
答えてくれました。どの子もキラキラして楽しそうなのが
印象的でした。
　大学生活は人生で振り返ると短い４年間です。だから
こそ悔いなく、コロナ禍で我慢してきたことを思いっきり
楽しんでほしいと心から願っています。
　私も新しい出会いや体験ができる後援会活動を楽し
みたいと思います。　　　　　　　　　　　　（N・T）
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お問い合わせ先

駒澤大学 https://www.komazawa-u.ac.jp/　　駒澤大学教育後援会　https://www.komazawa-k.org/

日本学生支援機構
（JASSO） 奨学金について

03-3418-9557

学生支援センター内

学費について

03-3418-9076

財務部学費係

奨学金の
相談について

03-3418-9058

学生支援センター
厚生課厚生2係

図書館について

03-3418-9165

図書館情報サービス係

学業成績等の
相談について

03-3418-9118

教務部教務1係

保証人
住所変更について

03-3418-9121

教務部学籍係

留学について

03-3702-9732

国際センター

就職関係について

03-3418-9092

キャリアセンター

駒澤大学教育後援会

応
援
し
ま
す

　

輝
く　
今
を


